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今月の主な内容

西山の休耕田を活用し親子で米作り体験がスタート（28Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり

夏のイベント情報



前夜祭　8 月 13 日（水）　19 時 30 分 〜
三好市池田総合体育館
当日入場券：大人 500 円、小・中学生 150 円
前売入場券：大人 450 円、小・中学生 100 円
前売券問合先：三好市観光案内所☎ 0120-404-344
出演：いけだ阿波おどり観光連

8 月14日（木） 〜16 日（土）　19 時 〜22 時30 分
JR 阿波池田駅周辺

【15 日ゲスト】
西条市フラダンス　ハラウ フラ オ ラウレア

【16 日ゲスト】
勘緑さん （浄瑠璃人形遣い・三好市出身）
ゆるキャラ（徳島県内のゆるキャラ多数参加）
問　三好市観光案内所 ☎ 0120-404-344
　　三好市観光課　　 ☎ 72-7620
ホームページ　http://www.ikedaawaodori.com/

summer夏のイベント情報
お祭りや催しなど、市内や県外で行われるイベント情報を紹介します。
ご家族やお友達と、楽しいひとときをお過ごしください。

第 49 回かんおんじ銭形まつり
7 月 19 日（土）〜 21 日（月）
　問 かんおんじ銭形まつり実行委員会
    　☎ 0875-25-3073

【19 日】銭ロック（12 時〜 16 時：琴弾公園
内野外音楽堂）、THE ZENIGATA LIVE（17
時〜 21 時 30 分：有明グラウンド）

【20 日】銭形親子潮干狩り（11 時〜 12 時：
有明浜海水浴場）、銭形踊りコンテスト（17
時〜 21 時 30 分：有明グラウンド）、花火約
700 発（20 時 40 分〜）

【21 日 】 銭 形 よ さ こ い
2014（13 時〜 21時 30
分：上市・駅通り・中洲本通・
柳町商店街など）

四国中央紙まつり　
8 月 2 日（土）〜 3 日（日）
　栄町駐車場・川之江町周辺商店街
　紙のまち資料館
　問　四国紙まつり実行委員会
　　　☎ 0896-28-6186

【2 日】開会式＆てんびん表彰式（10 時）、紙おどり（19 時）
【2 日・3 日】各イベント（10 時〜）

問＝お問い合わせ先

市内・県外

2 0 1 4

  丸山神社周辺（池田町ウエノ）
   問 三好市観光案内所  
       ☎ 0120-404-344　
神社周辺にたくさんの露店が立ち並
び、20 時から約 1000 発の花火が打
ち上げられます。

丸山神社祇園花火大会
7/16 

 辻小学校 グランド
  問 商工会 井川支所
　　☎ 78-2101　

阿波踊り、アニメ映画上映、福投げ、
ジャンケン大会、 各種バザー。

井川納涼祭
7/26

　道の駅大歩危
　 問 道の駅大歩危 ☎ 84-1489
今年もやります！夏まつり恒例お化け
屋敷（入場料：大人 300 円・小中学
生 200 円）、大歩危・妖怪○ × クイズ、
夜店、各種くじ引き、輪投げなど。

第 3 回妖怪屋敷夏まつり
8/2

 大川持 河川敷駐車場
  問 商工会 山城本所
　　☎ 86-1059
夏まつりライブ、阿波踊り、大抽選会、
各種バザー、花火大会（21 時頃〜、
約 270 発）。

やましろ夏まつり
7/26

　吉野川運動公園 池田球場
　 問 生涯学習・スポーツ振興課
　　  ☎ 72-3900
入場無料（チケットは必要ありません）
プロの白熱したプレイを間近で見られ
るチャンスです。抽選会も開催されます。

四国アイランドリーグ  plus
 2014 コカ・コーラ杯 

8/24

　旧西祖谷中学校跡地
　 問 Y チーム LOVE 西祖谷（谷口）
　     ☎ 090-7621-1728

地元青年による阿波踊り、鮎の摑み
取り（ちびっこのみ）、カラオケ大会、
大抽選会、花火など。

第 4 回西祖谷夏祭り第 4 回西祖谷夏祭り
8/3

　河内谷河川敷
　 問 三好市商工会 三野支所
　　  ☎ 77-2238
中学生以下のお子様に福袋プレゼン
ト、阿波踊り、花火（20 時）、バルー
ンショー、フラダンス、抽選会。

三野フェスタ三野フェスタ
8/13

プチマルシェ

　池田町 本町通り周辺
　 問 うだつマルシェ福田
　　  ☎ 050-3476-1769
テーマは「ヤイテ行こう！！みんな
で BBQ ＆お化け屋敷」。

プチうだつマルシェ
8/2

祖谷口の夏フェスティバル

 川崎小学校グラウンド
  問 祖谷口チャレンジ 21
　   ☎ 86-2202

カラオケ大会、若葉連阿波踊り、国
見会劇、福引大会・各種バザー大会、
花火約 400 発（21 時・雨天順延）。

祖谷口の夏フェスティバル
8/14

 いけだ阿波おどり

　東祖谷小中学校グラウンド
　 問 商工会 東祖谷支所
　　  ☎ 88-2170
ビンゴゲーム・バルーンポップ・花
火大会など。

奥祖谷夏まつり奥祖谷夏まつり
8/13

第 7 回書道パフォーマンス甲子園
8 月 3 日（日）　9 時 30 分〜
　伊予三島運動公園体育館
　問　書道パフォーマンス甲子園
　　　実行委員会　☎ 0896-28-6037
全国の高校生が「書の美しさ」と「演技の美しさ」を音楽
に合わせて、6 分間という限られた時間で趣向を凝らしたパ
フォーマンスとともに作品を書き上げます。

徳島インディゴソックス 
   vs 香川オリーブガイナーズ

勘緑さん ハラウ フラ オ ラウレア

四国中央市 観音寺市

四国まんなかイベントだより
19:30 〜

19:00 〜

17:00 〜

17:30 〜 17:00 〜

17:00 〜17:00 〜

17:00 〜17:00 〜

13:00 〜
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採用予定職種・人員等
試験区分 採用予定

人員 職務の内容

一般事務 若干名 一般行政事務
一般事務（障害者） 若干名 一般行政事務
建築 若干名 建築事務等
保健師 若干名 保健業務・一般行政事務等
保育士・幼稚園教諭 若干名 保育業務・幼児教育業務等
看護師 若干名 看護師業務等
理学療法士 若干名 理学療法士業務等
作業療法士 若干名 作業療法士業務等

受験資格
試験区分 受験資格

一般事務 昭和 60年 4月2日から平成 9年 4
月1日までに生まれた人

一般事務（障害者）

（身体障害者として受験される場合）
下記のいずれにも該当する人
①昭和44 年 4月2日から平成 9年
4月1日までに生まれた人
②身体障害者手帳の交付を受けた人ま
たは平成26年 9月21日までに交付
される見込みの人で、障害の程度が1
級から6級までの人
③自力による通勤が可能で、介護者な
しに通常の職務遂行が可能な人
④活字印刷による出題（筆記）および口
頭による試験（面接）に対応できる人

建築

昭和54年4月2日以後に生まれた人
で、建築士（1級もしくは2級）免許
を有する人または平成26年度国家試
験で取得する見込みの人

保健師
昭和60年4月2日以後に生まれた人
で、保健師免許を有する人または平成
26年度国家試験で取得する見込みの人

保育士・
幼稚園教諭

昭和60年4月2日以後に生まれた人
で、保育士および幼稚園教諭の両方の
免許を有する人または平成27年3月
末までに取得する見込みの人

看護師
昭和44年4月2日以後に生まれた人
で、看護師免許を有する人または平成
26年度国家試験で取得する見込みの人

理学療法士

昭和 60年 4月 2日以後に生まれた
人で、理学療法士免許を有する人ま
たは平成 26年度国家試験で取得す
る見込みの人

作業療法士
昭和60年４月２日以後に生まれた人で、
作業療法士免許を有する人または平成
26年度国家試験で取得する見込みの人

採用予定職種・人員等
試験区分 採用予定人員 職務の内容

一般事務 2名程度 一般行政事務

消防職員 合わせて
4名程度 消防業務

救急救命士

受験資格
試験区分 受験資格

一般事務 昭和61年4月2日から平成9年4月1日まで
に生まれた人

消防職員

①昭和 61年 4月2日から平成 9年 4月1日ま
でに生まれた人で、消防業務に耐え得る健康な人
②身体の基準
〔視力〕一眼でそれぞれ1.0以上（矯正視力も含む）
〔色彩識別能力〕赤・青・黄の識別ができること
〔聴力〕左右正常のこと

救急救命士

①昭和54年 4月 2日以降に生まれた人で、消
防業務に耐え得る健康な人。
②身体の基準については、上記②と同じ。
③救急救命士法（平成3年法律第36号）によ
り救急救命士の免許を与えられている人

【平成27年度採用】
募集要項・受験申込用紙の請求
①直接受け取る場合

平日 8 時 30 分から 17 時 15 分までの間に、み
よし広域連合事務局および消防各署でその旨申
し出て受け取ってください。
②郵便で請求する場合

封筒の表に、「職員採用試験受験申込書請求」
と朱書きし、120 円分の切手を貼り、宛先を明
記した返信用封筒（A4 サイズ・角形 2 号）を
同封してください。
③ホームページからダウンロードする場合

みよし広域連合ホームページ（http://www.
miyoshikouiki.jp/）より A4 の白色用紙に黒字
で印刷してください。
申込受付期間

受付期間は、8 月 1 日～ 8 月 15 日（土、日曜
は除く）8 時 30 分～ 17 時 15 分の間。郵便に
よる申し込みの場合は、「簡易書留」で 8 月 15
日までの消印のあるものに限り受付します。
第１次試験日・会場
　平成 26 年９月 21 日（日）
　三好市立池田中学校
受験の手続き・その他お問い合わせ先

〒 778-0002　池田町マチ 2429 番地 1　みよし広域連合事務局（☎ 72-5121）

【平成27年度採用】
募集要項・受験申込用紙の請求
7 月 18 日より請求できます。
①直接受け取る場合

平日 8 時 30 分から 17 時 15 分までの間に、
三好市役所３階総務課人事室および各総合
支所窓口でその旨申し出て受け取ってくだ
さい。
②郵便で請求する場合

封筒の表に、「職員採用試験申込書請求（○
○職）」と朱書きし、120 円分の切手を貼
り、宛先を明記した返信用封筒（A4 サイズ・
角形 2 号）を必ず同封してください。
③ホームページからダウンロードする場合

三好市ホームページ（http：//www.city-
miyoshi.jp/）より A4 白色用紙に黒字で
印刷してください。
申込受付期間

受付期間は、7月18日～８月8日（土、日曜・
祝日は除く）8 時 30 分～ 17 時 15 分まで。
郵便による申し込みの場合は、「簡易書留」
で 8 月 8 日までの消印のあるものに限り
受付します。インターネットによる申し込
みの場合は、8 月 1 日までに到着したもの
に限り受付します。
第１次試験日・会場
　平成 26 年 9 月 21 日（日）
　三好市立池田中学校
受験の手続き・その他お問い合わせ先

〒 778-8501　池田町シンマチ 1500 番地 2
三好市役所 総務課人事室（☎ 72-7624）

※詳しい内容は、三好市ホームページをご覧く
ださい（７月中旬掲載予定）。

三好市職員採用試験のお知らせみよし広域連合職員採用試験のお知らせ

一
般
行
政
職

医
療
職

　地域の安全安心の拠点施設に向けて

　

三
好
市
、
東
み
よ
し
町
で
組
織
す
る
「
み
よ

し
広
域
連
合
」
の
池
田
消
防
署
新
庁
舎
移
転
工

事
の
起
工
式
が
６
月
16
日
、
池
田
町
ウ
エ
ノ
の

建
設
地
で
行
わ
れ
、
み
よ
し
広
域
連
合
長
の
川

原
義
朗
（
東
み
よ
し
町
長
）
を
は
じ
め
関
係
者

が
集
ま
り
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建

て
、
延
べ
１
３
４
６
平
方
㍍
、
総
事
業
費
約

３
億
６
７
０
０
万
円
。
１
階
は
ポ
ン
プ
車
、
タ

ン
ク
車
、
救
急
車
、
救
助
工
作
車
、
指
令
車
の

計
５
台
を
配
備
す
る
車
庫
や
食
料
や
水
の
備
蓄

倉
庫
。
２
階
に
は
通
信
機
械
室
や
災
害
時
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
会
議
室
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
外
訓
練
施
設

も
設
け
ら
れ
、
来
年
３
月
完
成
、
４
月
開
署
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
安
全
安
心
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
、
よ
り

良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
効
率
的
な
消
防

行
政
の
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

池田消防署新庁舎の起工式が行われました

一
般
行
政
職

医
療
職
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まちづくりの主役は、市民の皆さまです
　三好市では、市民の皆さまからご意見やご提言をいただき、市政に反映するために、「市長への手紙 ｣ を
設けています。この手紙は、市長が直接読まれた後、対応が必要な場合は関係部署に指示します。これから
のまちづくりについて具体的で建設的なご意見やその他感じていること、望むことなどをお寄せください。

【市長への手紙の設置場所】市役所１階、各総合支所、保健センター、子育て支援センター、
池田総合体育館、市立三野病院、市内各郵便局および出合簡易郵便局
また、三好市ホームページの「お問い合わせフォーム」からもご意見を寄せることができます。

集会は 90 分ほどを予定しています。
【お願い】駐車スペースには限りがありますので、なるべく乗り合わせてのご来場をお願いします。
また、集会に参加できない場合でも、ご意見をお寄せいただくことができます。詳しくは各総合支所まで
お問い合わせください。

日程
地区 日時 場所 お問い合わせ先

西祖谷 7月 18日（金）14時〜 西祖谷老人福祉センター 2階 西祖谷総合支所　電話 87-2273

井　川 7月 23日（水）14時〜 井川総合支所 2階井川公民館 井川総合支所　　電話 78-5001

三　野 7月 24日（木）14時〜 三野公民館 2階 三野総合支所　　電話 77-4800

山　城 7月 25日（金）13時〜 山城公民館 2階 山城総合支所　　電話 86-1111

東祖谷 7月 29日（火）14時〜 祖谷の歴史館 2階伝習ホール 東祖谷総合支所　電話 88-2212

　三好市では、農地中間管理機構（徳島県農業開発公社）と連携し、農地中間管理事業を実施します。
農地中間管理事業とは、経営規模を縮小する農家などから農地を農地中間管理機構（徳島県農業開発公社）
が借り入れ、経営規模の拡大を希望する地域の担い手となる農業者に貸し付ける制度です。
　農地の集積・集約化を図ることで農地利用の効率化および高度化を促進し農業の生産性を上げること
を目的としています。この制度を利用することにより地域の農業を担う農業者が、まとまりのある農地
を借りられ安心した農業経営が図られることとなります。

新たな農地の貸し借りの制度が始まります
～ 農地中間管理事業～

貸し手

信頼できる人に
農地を貸したい

高齢で農業を続
けられないけど
農地は守りたい

借り手

経営規模を
拡大したい

農業を始めたい
ので、農地を借
りたい

徳島県農地中間管理機構
（徳島県農業開発公社）

①農地借り手希望者の公募
②貸し手農家から農地を借り受け
③農地管理・簡易な基盤整備の実施
④担い手の効率化などを配慮して、
まとまりのある形で農地を貸し付け

市民の皆さまとの対話集会を開催します

　農地中間管理機構に農地を貸した地域・農家には一定の要件（人・農地プラン）を満たせば「協力金」が
交付されます。要件などは三好市役所農業振興課までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

  農地を貸したい場合

　農地の貸し付けを希望される方は、三好市役
所農業振興課にご相談ください。
■農地中間管理機構が借り入れる農地の条件は、
次のとおりです。
・農業振興地域内にある農地であること
・相続済みの農地であること
・10 年以上の貸し付けとなること
・著しく利用困難でないこと（耕作放棄地など）
・借り受けの可能性が著しく低い地域の農地でないこと
※ 2 年を経過して借り受け希望者が見つからない
場合は所有者に返還します。また、借り受け希望
者が見つかるまでは農地は所有者が管理します。

 農地を借りたい場合

　農地の借り受け希望者は応募が必要です。
　徳島県農業開発公社のホームページに掲載し
ている農用地借受け申出書を作成の上、徳島県
農地中間管理機構に申請してください。
　申請用紙は、三好市役所農業振興課窓口にも
準備しています。申請の際にはご相談ください。

【募集期間】　
7 月 1 日～ 8 月 31 日

11 月 1 日～ 12 月 26 日

　三好市では、少子高齢化や人口減少による過疎化が進行する中で、地域の現状や課題などを把握するとと
もに、市民の皆さまとの継続的な対話を通じた市民本位の行政運営に取り組んでいます。
　今回、下記のテーマで、皆さまからの幅広いご意見をお聞きするお話し合いの場を設けさせていただきま
した。ご多用とは存じますが、多くの方々に参加していただきますようお願いいたします。

テーマ
「地域の活性化について」 
～支所機能の充実とどう結びつけるか～ 

どなたでも参加できます。
三好市の “今とこれから” に
ついて語り合いましょう。

【お問い合わせ先】三好市役所秘書広報課　電話 72-7646徳島県農業開発公社（徳島県農地中間管理機構）電話 088-621-3083
三好市役所農業振興課　電話 72-7617
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平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業
評
価
数
は
４
６
８
事
業
で
、
そ
の

結
果
は
「
廃
止
・
休
止
」
7
事
業
、「
目
的
再
設
定
」
8
事
業
、「
統
廃

合
・
連
携
」
9
事
業
、「
や
り
方
改
善
（
有
効
性
・
効
率
性
・
公
平
性
）」

１
９
４
事
業
、「
現
状
維
持
」
２
４
５
事
業
、「
新
規
事
業
」
5
事
業
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
評
価
会
議
で
は
、
廃
止
・
休
止
・
統
廃
合
を
除
く
４
５
２

事
業
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
評
価
を
し
て
い
な
い
4
事
業
を
選
定
し
、
市

民
評
価
委
員
が
市
民
の
視
点
で
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
２
次

評
価
会
議
（
8
事
業
）
で
最
終
の
方
向
性
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所 

行
革
推
進
室
（
電
話
７
２-

７
６
２
９
）

平
成
25
年
度 

事
務
事
業
評
価
の
結
果

事
業
概
要

　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災

害
に
対
す
る
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

や
災
害
時
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て

啓
発
を
行
い
、地
域
の
危
険
個
所
、

災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
に
つ
い

て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
随
時
、

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
寄
り

合
い
防
災
講
座
、
防
災
講
演
会
、

防
災
フ
ェ
ア
な
ど
を
実
施
、
各
種

防
災
訓
練
で
防
災
意
識
の
啓
発
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
評
価
結
果

①
防
災
情
報
の
周
知
方
法
改
善
と

避
難
勧
告
基
準
の
明
確
化
。

②
自
主
防
災
組
織
や
地
区
と
の

連
携
。

③
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
。

2
次
評
価
結
果

①
地
区
毎
に
「
地
区
住
民
福
祉
協

議
会
」「
自
主
防
災
組
織
」
の

設
置
、
活
動
実
態
を
把
握
し
、

地
区
ご
と
の
共
助
の
防
災
体
制

方
針
（
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
位
置

づ
け
、
市
の
関
わ
り
方
）
を
検

討
す
る
。

②
防
災
士
の
普
及
啓
発
を
行
う
。

③
消
防
団
活
動
に
従
業
員
が
参
加

し
や
す
く
な
る
よ
う
協
力
事
業

所
認
定
数
を
増
や
す
。

事
業
概
要

　
昼
間
保
護
者
が
い
な
い
主
に
小
学

生
低
学
年
を
対
象
に
、
保
護
者
の

帰
宅
ま
で
の
間
、
指
導
員
が
そ
の
所

在
を
把
握
し
て
そ
の
健
全
な
育
成
を

図
る
。
現
在
15
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
、
運
営
委
員
会
（
地
域
有
識
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど

に
よ
り
構
成
）
に
委
託
し
て
い
る
。

入
会
受
付
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
、

施
設
の
維
持
管
理
、
利
用
負
担
金

の
賦
課
、
徴
収
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
評
価
結
果

①
公
平
性
を
保
ち
全
学
年
対
象
と

を
検
討
。

2
次
評
価
結
果

　
現
在
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
実
態
を
把
握
し
、
運
営
方
針
を
策

定
す
る
。
運
営
方
針
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
次
の
項
目
を
検
討
す
る
。

①
土
曜
日
に
限
り
、
他
小
学
校
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
に
、
地
区

に
よ
り
拠
点
の
ク
ラ
ブ
を
設
定
す

る
。
ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は一

時
利
用
の
料
金
に
準
じ
た
負
担
金

を
徴
収
す
る
。

②
三
野
地
区
で
は
、
土
曜
日
、
祝
日

の
開
設
を
芝
生
ま
た
は
王
地
の
1

実
施
状
況

　

自
主
防
災
組
織
、
地
区
住
民
福

祉
協
議
会
の
設
立
状
況
な
ど
を
一

覧
表
に
整
理
し
、
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
つ

い
て
は
、
地
区
住
民
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
関
係
者

と
協
議
を
推
進
中
で
す
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
位
置
づ
け
、

市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
地
域
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
な
る
住
民
に
災
害
時

に
お
け
る
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
り

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、

平
成
26
年
２
月
１
日
に
「
防
災
ス

す
る
た
め
に
、
三
縄
、
池
田
の

施
設
確
保
が
急
務
。

②
保
護
者
負
担
金
の
統一を
目
指
す
。

③
事
業
費
の
削
減
と
し
て
指
導
員

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
。

④
土
・
日
・
祝
日
開
放
日
の
な
い

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
利
用
を
検
討
。

⑤
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
利
用
で

統
廃
合
を
検
討
。

⑥
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
の
協
力
。

⑦
小
学
校
の
建
て
替
え
時
あ
ら
か

じ
め
施
設
の
確
保
を
。

⑧
事
業
費
削
減
の
為
、
外
部
委
託

④ 防災業務に関する事務事業 ③ 放課後児童クラブ事業

三好市福祉事務所 子育て支援課三好市役所 危機管理課

事
業
概
要

　

市
民（
特
に
高
齢
者
や
障
害
者
、

学
生
な
ど
）
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
住
民
利

用
を
可
能
と
し
て
い
る
12
路
線
、

市
営
バ
ス
単
独
と
し
て
１
路
線
の

13
路
線
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し

て
運
行
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
、
運
賃
改
定
、
車

両
の
更
新
、
定
期
券
の
発
行
、
非

常
時
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
評
価
結
果

①
東
み
よ
し
町
と
の
連
携
。

②
人
口
が
減
少
し
て
も
利
用
の
促

進
、
収
益
を
増
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

③
バ
ス
時
刻
表
の
変
更
（
病
院
利

用
の
時
間
に
合
わ
せ
る
）。

④
高
齢
者
割
引
を
70
歳
以
上
に
す
る
。

⑤
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
低
燃
費
の
車

を
使
う
。　

⑥
利
用
促
進
（
広
告
、マ
イ
レ
ー
ジ
）

2
次
評
価
結
果

①
三
野
池
田
線
に
つ
い
て
、
宮
の

岡
〜
三
好
高
校
間
の
停
留
所
の

使
用
に
つ
い
て
東
み
よ
し
町
と

協
議
を
行
う
。

事
業
概
要

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
お

よ
び
発
達
障
害
者
（
児
）
が
地
域

社
会
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
。
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
・
訓
練

等
給
付
お
よ
び
地
域
相
談
支
援
）

を
実
施
し
、
介
護
給
付
費
お
よ
び

地
域
相
談
支
援
給
付
費
な
ど
の
支

給
を
行
う
。

市
民
評
価
結
果

①
調
査
員
（
公
正
、
公
平
な
立
場

の
人
材
）
の
外
部
委
託
化

②
保
健
師
な
ど
の
有
資
格
者
、
業

務
経
験
の
あ
る
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど

②
補
完
の
交
通
手
段
と
の
関
連
性

を
ど
の
よ
う
に
持
た
せ
る
か
を

検
討
す
る
。

③
高
齢
者
割
引
を
全
地
域
で
統
一

す
る
（
70
歳
以
上
）。

実
施
状
況

①
協
議
の
結
果
、
４
月
１
日
よ
り

上
り
線
降
車
、
下
り
線
乗
車
の

制
限
付
き
で
使
用
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

②
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
集
落

巡
回
バ
ス
実
証
運
行
の
結
果
、

巡
回
バ
ス
を
運
行
す
る
だ
け
の

需
要
を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
、

の
人
材
確
保

③
外
部
委
託
者
と
職
員
を
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す

る
。

2
次
評
価
結
果

①
保
健
師
な
ど
の
有
資
格
者
や
Ｏ

Ｂ
職
員
採
用
（
嘱
託
、
再
任
用
）

に
よ
っ
て
、
調
査
業
務
を
引
き

続
き
直
営
で
行
う
。

実
施
状
況

　

保
健
師
な
ど
の
再
雇
用
を
人
事

室
に
要
望
中
で
、
平
成
26
年
中
に

各
総
合
支
所
と
効
率
の
よ
い
調
査

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

② 市営バス運行事業

① 障害福祉サービス事業

三好市福祉事務所 長寿・障害福祉課

三好市役所 地域振興課

か
所
と
す
る
か
、交
代
実
施
と
す
る
。

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
未
設
置
の
４

校
に
つい
て
、ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。

実
施
状
況

　
「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」の
な
か
で
、

各
地
区
の
幼
稚
園
、
保
育
所
お
よ

び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
施
行
に
向

け
計
画
策
定
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
平
成
26
年
５
月
現
在
：
昨
年
末

行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に
各
地
区

別
に
ニ
ー
ズ
量
の
見
込
み
を
算
出
中
）

　
市
民
評
価
お
よ
び
２
次
評
価
結
果

に
つい
て
も
、「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」

の
な
か
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

集
落
と
路
線
バ
ス
を
つ
な
ぐ
交

通
手
段
を
今
後
検
討
し
ま
す
。

③
４
月
１
日
よ
り
70
歳
以
上
の
市

営
バ
ス
高
齢
者
割
引
が
、
市
内

統
一
と
な
り
ま
し
た
。

平成 25 年度 事務事業評価の結果

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
在
、
市
民
の
方
で
防
災

士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
が
、
今
後
も
新
た
な
資

格
取
得
者
増
を
目
指
し
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
に
講
習
会
の
案
内
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
従

業
員
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
講
演
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
利
用
し
て
新
規
協
力
の
呼
び
か

け
を
行
い
協
力
事
業
所
の
増
加
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
26
年

４
月
１
日
現
在
の
協
力
事
業
所
数

は
41
事
業
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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事
業
概
要

　

市
が
所
有
し
公
開
し
て
い
る
文

化
財
施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
を

行
う
事
業
。

2
次
評
価
結
果
の
概
要

①
観
光
課
や
公
園
管
理
室
な
ど
と

連
携
を
強
化
し
て
文
化
財
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
タ
イ
ア
ッ
プ
で
来

館
者
数
増
に
繋
げ
る
。

②
旧
歴
史
民
俗
資
料
収
蔵
庫
は
移

転
先
を
検
討
す
る
。

③
東
祖
谷
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

光
熱
水
費
負
担
率
の
見
直
し
を

行
う
。

実
施
状
況

①
観
光
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
な
ど
へ
の
掲

載
、
観
光
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
な

ど
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
公
園
管
理
室
と
の

連
携
強
化
に
つ
い
て
は
、
該
当

施
設
の
担
任
区
分
の
明
確
化
を

行
い
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
に
取
り
組
み
、
来
訪
者
の
増

に
努
め
ま
し
た
。

②
旧
三
野
町
に
お
け
る
歴
史
民

俗
資
料
の
収
蔵
施
設
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
旧
東
谷
小
学
校
の

老
朽
化
に
伴
う
収
蔵
資
料
の
移

転
先
と
し
て
、
旧
三
野
町
内
へ

事
業
概
要

　

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
不
妊
治
療
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
。

2
次
評
価
結
果

①
市
報
で
制
度
周
知
を
行
い
、
県

と
連
携
し
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

②
年
度
の
回
数
制
限
は
県
に
準
じ

て
、
助
成
額
に
つ
い
て
は
１
組

当
た
り
の
限
度
額
、
自
己
負
担

な
ど
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

助
成
額
を
検
討
す
る
。

実
施
状
況

　

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
、
県

の
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
実
施
要

綱
が
改
正
と
な
り
、
助
成
回
数
な

ど
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。（
平

成
26
年
度
以
降
に
初
め
て
申
請
す

る
方
の
う
ち
、40
歳
未
満
の
方
は
、

年
齢
に
応
じ
て
助
成
回
数
が
変
更

さ
れ
る
。
平
成
25
年
度
ま
で
に
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
平
成
27

年
度
ま
で
現
行
制
度
を
運
用
と
な

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
43
歳
以

上
は
対
象
外
と
な
る
）。

　

市
の
助
成
の
対
象
者
、
助
成
期

間
は
県
に
準
じ
て
実
施
し
て
お

り
、
現
行
で
は
、
治
療
費
の
う
ち

県
の
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
の

事
業
概
要

　

三
好
市
の
立
地
条
件
や
地
域
特

性
を
活
か
し
た
分
野
、
今
後
成
長

が
期
待
さ
れ
る
分
野
を
重
点
に
企

業
誘
致
を
促
進
す
る
。
立
地
企
業

に
対
す
る
奨
励
措
置
、
企
業
情
報

の
収
集
、
工
場
適
地
の
確
保
な
ど

企
業
誘
致
活
動
を
実
施
す
る
事
業
。

2
次
評
価
結
果

①
新
規
立
地
を
考
え
て
い
る
企
業

を
調
査
し
、
誘
致
Ｐ
Ｒ
方
法
の

検
討
、
重
点
的
、
効
果
的
な
誘

致
活
動
を
実
施
す
る
。
制
度
面

で
は
、
市
外
か
ら
の
人
材
確
保

を
前
提
と
し
て
い
る
企
業
に
対

事
業
概
要

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら

の
連
絡
に
よ
り
、
舗
装
の
復
旧
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
な
ど
道
路

交
通
の
安
全
を
図
る
。
ま
た
災
害

時
に
は
倒
木
や
土
砂
の
取
り
除
き

な
ど
も
対
応
す
る
。
道
路（
林
道
、

農
道
、
里
道
、
水
路
含
む
）
の
維

持
管
理
や
軽
微
な
施
設
補
修
、
草

刈
り
な
ど
も
行
う
。

2
次
評
価
結
果

①
一
部
外
注
に
よ
る
経
費
の
削
減

な
ど
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

②
ア
ド
プ
ト
事
業
な
ど
簡
易
な
維

合
は
、
原
材
料
を
支
給
し
修
繕

な
ど
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

③
東
祖
谷
・
西
祖
谷
の
作
業
に
つ

い
て
は
、
日
報
（
作
業
内
容
お

よ
び
状
況
写
真
）
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
管
理
課
で
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
る
三
好
市
の
魅
力
の
打
ち
出

し
方
、
企
業
に
対
す
る
働
き
か

け
や
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
策
を
検

討
し
奨
励
措
置
を
改
め
て
検
討

す
る
。

②
企
業
動
向
や
立
地
ニ
ー
ズ
、
周

辺
市
町
の
状
況
把
握
に
努
め
、

立
地
可
能
な
適
地
に
つ
い
て
地

権
者
の
意
向
を
把
握
す
る
な
ど

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
企
業
に

情
報
提
供
す
る
。

実
施
状
況

①
企
業
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や
周

辺
自
治
体
の
企
業
支
援
策
と
の

比
較
を
行
い
、
企
業
立
地
促
進

う
ち
、
年
10
万
円
を
限
度
と
し
て

助
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

ま
で
の
助
成
状
況
か
ら
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
検
討
し
て
い
く
と

と
も
に
、
平
成
26
年
度
よ
り
県
の

助
成
回
数
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
の
治
療
費
の
自
己
負

担
状
況
も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も

考
慮
し
、
そ
の
状
況
も
見
な
が
ら

今
後
の
市
の
助
成
額
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

の
移
転
を
念
頭
に
、
現
在
移
転

先
（
空
き
施
設
な
ど
）
に
つ
い

て
三
野
総
合
支
所
と
連
携
し
、

調
査
、
検
討
中
で
す
。

③
東
祖
谷
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

現
在
、
１
階
部
分
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
２
階
の
一
部
を
市
商

工
会
東
祖
谷
支
所
事
務
所
、
ま

た
、
２
階
の
民
俗
資
料
館
と
３

階
の
伝
習
ホ
ー
ル
を
市
教
育
委

員
会
が
管
理
し
て
い
ま
す
。今
回
、

負
担
率
の
見
直
し
に
向
け
た
三

者
に
よ
る
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

最
も
合
理
的
な
方
法
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
占
有
面
積
（
占
有

条
例
を
改
正
し
、
三
好
市
民
を

雇
用
し
た
場
合
の
奨
励
措
置
の

拡
充
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
へ
の

奨
励
措
置
に
つ
い
て
も
制
度
拡

充
を
行
い
ま
し
た
。

②
立
地
可
能
な
市
有
地
に
つ
い

て
、
設
備
投
資
を
考
え
て
い
る

企
業
へ
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

視
察
ツ
ア
ー
受
入
れ
や
企
業
動

向
調
査
、
企
業
訪
問
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

県
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携

し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

持
作
業
に
つ
い
て
は
、
地
元
な

ど
へ
お
願
い
で
き
る
部
分
を
検

討
す
る
。

③
出
張
所
を
含
め
た
統
括
、
裁
量

権
の
整
理
を
行
う
。

実
施
状
況

①
営
繕
班
で
対
応
で
き
る
案
件

は
、
作
業
計
画
を
立
て
て
で
き

る
だ
け
早
く
対
応
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
が
、
緊
急
を
要

す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
業
者

ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
作
業
を
依
頼
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
地
元
で
対
応
可
能
な
作
業
の
場

⑤ 不妊治療費助成事業

三好市役所 健康づくり課

⑧ 文化財施設の維持管理事業
⑦道路パトロールと簡易道路補修 
   業務事業

⑥ 企業立地促進事業

三好市役所 商工政策課三好市役所 管理課三好市教育委員会 文化財課

率
）
に
よ
る
按
分
が
妥
当
で
あ

る
こ
と
を
三
者
に
お
い
て
確
認

し
、
現
行
の
負
担
率
で
継
続
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

開
設
可
能
な
空
き
家
の
情
報
収

集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成 25 年度 事務事業評価の結果
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若
者
が
住
み
た
い
と

思
う
ま
ち
づ
く
り

①
人
口
減
少
対
策
の
た
め
、
子
育
て

関
連
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

②
若
者
の
働
く
場
所
を
確
保
す
る
。

③
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
生
活

で
き
る
環
境
整
備
と
、
こ
れ
ら
を

優
遇
す
る
政
策
を
導
入
す
る
。

　
２ 

財
政
健
全
化

①
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
は
今

後
も
必
要
で
あ
る
。

②
若
者
定
住
、
雇
用
創
出
事
業
な
ど

を
積
極
的
に
推
進
し
税
収
の
増
加

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

③
外
部
委
託
の
推
進
な
ど
、
人
件
費

の
圧
縮
を
図
る
。

　
３ 

行
政
組
織

①
総
合
支
所
業
務
の
内
容
な
ど
を
見

直
し
、
定
員
適
正
化
と
の
整
合
性

の
な
か
で
検
討
を
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

②
行
政
評
価
は
引
き
続
き
実
施
し
、

施
策
や
事
務
事
業
の
成
果
を
検

証
、
評
価
す
る
。

□
職
員
の
採
用

①
若
年
層
を
採
用
し
、
年
齢
の
ひ
ず

み
を
是
正
す
る
。

②
民
間
企
業
経
験
者
の
採
用
、
再
任

用
制
度
の
充
実
を
図
る
。

③
将
来
の
人
口
推
移
を
検
討
し
な
が

ら
職
員
を
採
用
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

□
一
般
職
員
の
年
齢
構
成	

①
職
員
の
高
年
齢
化
是
正
と
採
用
の

抑
制
に
つ
い
て
は
両
立
が
難
し
い

が
、
年
齢
構
成
な
ど
の
推
移
を
見

な
が
ら
定
員
の
適
正
化
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
６ 

福
祉 

□
障
害
者
福
祉

①
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
、
仕
事

内
容
を
検
討
し
、
受
け
入
れ
を
増

や
す
と
と
も
に
長
く
働
け
る
よ
う

相
談
業
務
や
就
労
支
援
を
充
実
す

る
必
要
が
あ
る
。

□
高
齢
者
福
祉

①
独
居
老
人
の
見
守
り
の
た
め
に
各

種
団
体
と
協
力
を
し
な
が
ら
独
居

老
人
を
孤
独
に
し
な
い
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

②
辺
地
タ
ク
シ
ー
の
回
数
増
や
移
動

販
売
車
へ
の
補
助
の
充
実
も
望
む
。

③
行
政
と
地
域
住
民
が
助
け
合
い
、

地
域
で
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て
も

ら
い
た
い
。

　
７  

市
立
三
野
病
院

①
今
後
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

内
科
に
特
化
し
た
他
病
院
に
は
な

い
特
色
を
も
っ
と
出
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

②
市
内
だ
け
で
な
く
近
隣
の
市
町
村

を
含
め
た
広
い
範
囲
で
医
療
を
考

え
る
必
要
も
あ
る
。

③
経
営
健
全
化
の
た
め
に
は
累
積
赤

字
を
回
避
し
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
営
努
力
は
重
要
と
な
る
の
で
、

公
営
企
業
法
全
部
適
用
に
早
急
に

移
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

８ 

第
三
セ
ク
タ
ー

①
赤
字
体
質
の
改
善
さ
れ
な
い
三
セ

ク
へ
は
、
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら

こ
れ
以
上
財
政
支
援
を
行
う
こ
と

に
は
問
題
が
あ
る
。
経
営
に
行
き
詰

る
状
態
と
な
っ
た
会
社
の
清
算
も

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
単
純
に
赤
字
、
黒
字
で
判
断
で
き

な
い
よ
う
な
市
の
施
策
、
公
的
な

役
割
を
担
う
よ
う
な
三
セ
ク
に
つ

い
て
は
実
質
は
株
式
会
社
と
い
う

自
覚
を
職
員
に
促
す
た
め
に
も
研

修
、
指
導
を
徹
底
し
、
経
営
改
善

指
導
、助
言
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

   

９ 

外
部
委
託

①
引
き
続
き
職
員
の
削
減
を
進
め
つ

つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
雇
用
の
創

設
、
経
費
の
削
減
の
た
め
に
も
外

部
委
託
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

□
学
校
給
食
業
務
に
つ
い
て

①
経
費
の
削
減
、
安
全
衛
生
管
理
面
、

健
康
的
な
給
食
の
提
供
の
た
め
に

給
食
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
、
民

間
委
託
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

②
調
理
と
配
送
を
分
け
た
委
託
の
や
り

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
も
視

野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

□ 

ご
み
収
集
業
務

①
順
次
民
間
委
託
を
進
め
る
こ
と
。

②
収
集
場
所
の
集
約
な
ど
、
ゴ
ミ
収
集

の
や
り
方
に
も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

□
老
人
ホ
ー
ム 

①
敬
寿
荘
、
若
宮
荘
の
民
間
委
託
を

行
う
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
の
民

間
へ
の
譲
渡
も
検
討
す
る
。

□
幼
稚
園
、
保
育
所

①
三
野
保
育
所
、
西
井
川
保
育
所
、

池
田
第
一
保
育
所
に
つ
い
て
早
期

に
民
間
委
託
を
検
討
す
る
。

②
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
元
化
を
導

入
す
る
。
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公
用
車
台
数
の
見
直
し

①
共
用
に
よ
る
総
台
数
の
削
減
を
図
る
。

②
低
公
害
車
、
低
燃
費
車
の
導
入
を

検
討
す
る
。

③
私
用
車
の
公
用
車
扱
い
を
検
討
す
る
。

④
廃
車
の
前
に
売
却
を
検
討
す
る
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所 

行
革
推
進
室

　
（
電
話
７
２-

７
６
２
９
）

第 5次三好市行財政改革推進委員会からの答申

三好市に対する提言

　
４ 

人
事
評
価
制
度

①
将
来
的
に
は
相
対
評
価
に
変
更

し
、単
な
る
動
機
付
け
で
は
な
く
、

給
料
、
昇
給
昇
格
な
ど
処
遇
に
反

映
す
る
人
事
評
価
を
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

②
業
績
評
価
（
組
織
目
標
、
個
人
目

標
の
達
成
度
）
に
つ
い
て
も
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。た
だ
し
、

公
正
公
平
で
客
観
的
に
評
価
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
５ 

定
員
管
理

①
「
６
減
１
増
」
を
ベ
ー
ス
に
定
員

の
適
正
化
を
推
進
す
る
。

②
業
務
量
を
減
ら
す
た
め
に
外
部
委

託
な
ど
を
積
極
的
に
導
入
す
る
。

③
職
員
の
高
年
齢
化
は
問
題
で
あ

り
、
３
年
〜
５
年
の
幅
で
是
正
の

た
め
の
方
策
を
と
る
。

④
組
織
の
再
編
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
民
間
委
託
を
推
進
す
る
。

□
職
員
数
の
適
正
化

①
人
員
削
減
に
よ
っ
て
投
資
に
回
す

財
源
を
確
保
し
、
市
の
将
来
に
向

け
た
投
資
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

三好市に対する提言
第 5次三好市行財政改革推進委員会からの答申

1

　　
三
好
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
は
、
三
好
市
発
足
を
契
機
に
三

好
市
の
健
全
な
行
財
政
の
確
立
と

将
来
に
わ
た
り
持
続
・
自
立
で
き

る
自
治
体
を
目
指
す
た
め
に
組
織

さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
第
5

次
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、

市
民
公
募
委
員
や
学
識
経
験
者
、

各
種
団
体
の
代
表
な
ど
12
名
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
平
成
25
年
1
月

か
ら
9
回
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
、

平
成
26
年
2
月
、
三
好
市
行
財
政

改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
対
す
る

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
好
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
答

申
を
踏
ま
え
、
次
期
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
10
月
ま
で
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

　
答
申
さ
れ
た
次
期
行
財
政
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
行
政
全
般
に

求
め
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
行
革
推
進
室
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。



　先月号では、大歩危は、日本列島の成り立ちを知
るうえで学術的に価値の高い場所であるという内容
を紹介をさせていただきました。
　今月号では、隠れた「大歩危の見所」について、
ご紹介します。

【お問い合わせ先】三好市教育委員会文化財課 （☎ 72-3910）

　　国内希少の地質構造と自然景観が詰まった

国指定天然記念物「大歩危」
～大歩危に秘められた価値や見所とは～

　　

大
歩
危
は
、
切
り
立
っ
た
山
々
に

囲
ま
れ
た
Ｖ
字
谷
と
そ
こ
を
流
れ
る

吉
野
川
の
渓
谷
美
が
他
に
類
を
み
な

い
ほ
ど
美
し
い
自
然
景
観
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
景
観
が
四

季
折
々
に
姿
を
変
え
、
訪
れ
る
人
々

を
魅
了
し
て
く
れ
ま
す
。大
歩
危
は
、

こ
う
し
た
渓
谷
美
が
見
所
と
し
て
有

名
で
す
が
、
実
は
そ
の
渓
谷
美
に
隠

れ
さ
れ
た
別
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。

少
し
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
ま
た

違
っ
た
見
所
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
吉
野
川
に
調
和
し
た
岩
肌
や

変
わ
っ
た
形
を
し
た
珍
し
い
岩
（
奇

岩
）
な
ど
は
、
国
道
沿
い
の
遊
歩
道

や
遊
覧
船
な
ど
か
ら
気
軽
に
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
う
し
た

岩
の
一
つ
一
つ
を
じ
っ
く
り
見
て
い

く
と
、
新
た
な
楽
し
み
方
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
。

変
化
す
る
地
層
の
傾
き

岩
肌
に
注
目

　

何
気
な
い
岩
肌
で
す
が
、
大
歩
危

か
ら
小
歩
危
に
か
け
て
、
岩
肌
に
変

化
が
見
ら
れ
ま
す
。
岩
肌
に
見
え
る

斜
め
に
傾
い
た
地
層
の
筋
が
一
定
の

方
向
に
並
ん
で
い
る
様
子
は
、
地

層
の
傾
き
を
表
し
て
い
る
も
の
で
、

「
片へ

ん
り理
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
結
晶
片
岩
と
呼
ば
れ
る
板
状
の

岩
が
一
定
方
向
に
何
層
に
も
重
な
っ

て
で
き
た
も
の
で
す
が
、
大
歩
危
で

は
吉
野
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
、
偶
然

に
も
そ
の
様
子
が
断
面
的
に
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
の
駅
大

歩
危
付
近
や
遊
覧
船
か
ら
見
え
る
岩

の
筋
（
片
理
）
は
、
上
流
側
の
高
知

方
面
へ
傾
い
て
見
え
ま
す
が
、
小
歩

危
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
水
平
方
向

に
変
化
し
、
小
歩
危
の
中
心
部
あ
た

り
に
な
る
と
、
今
度
は
下
流
側
の
池

田
方
面
へ
岩
の
筋
（
片
理
）
は
傾
い

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
大
歩
危
か
ら

小
歩
危
に
か
け
て
見
ら
れ
る
特
異
な

地
質
構
造「
ド
ー
ム
状
に
盛
り
あ
が
っ

た
背
斜
構
造
」（
先
月
号
で
も
紹
介
）

を
よ
く
表
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

道
の
駅
大
歩
危
付
近
が
ち
ょ
う
ど
背

斜
構
造
の
山
を
登
り
か
け
た
入
口
の

部
分
と
な
り
（
写
真
①
）、
次
に
岩
の

向
き
が
水
平
に
な
る
部
分
が
背
斜
構

造
の
山
（
軸
）
の
部
分
の
様
子
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
様
子
は
国

道
の
遊
歩
道
沿
い
か
ら
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
写
真
②
）。
さ
ら
に

大
歩
危
を
過
ぎ
、
小
歩
危
に
差
し
か

か
る
と
、
背
斜
構
造
の
山
を
下
り
か

け
て
出
口
の
部
分
と
な
る
た
め
、
岩

の
向
き
は
下
流
方
向
（
逆
向
き
）
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
（
写
真
③
）。

　

こ
の
よ
う
に
特
異
な
地
質
構
造
の

変
化
の
様
子
が
断
面
的
に
よ
く
み
え

る
と
こ
ろ
が
大
歩
危
の
隠
れ
た
見
所

で
す
。

彫
刻
作
品
を
思
わ
せ
る
岩
石

　
大
歩
危
の
岩
石
は
、
長
年
、
吉
野
川

の
激
流
に
浸
食
さ
れ
削
ら
れ
続
け
た

た
め
、
ま
る
で
彫
刻
作
品
の
よ
う
な
美

し
い
形
を
し
た
岩
石
が
多
く
存
在
し

ま
す
。
遊
覧
船
な
ど
か
ら
見
え
る
代
表

的
な
岩
石
に
「
獅
子
岩
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
実
は
、
自
然
の
力
に
よ
っ

て
偶
然
作
ら
れ
た
も
の
で
、
岩
盤
の
隆

起
（
盛
り
あ
が
っ
た
こ
と
）
と
吉
野
川

の
渦
流
（
渦
を
巻
い
て
流
れ
る
こ
と
）

に
よ
る
浸
食
に
よ
っ
て
で
き
た
合
作

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
い
く
つ
も
の
渦
流

に
よ
る
浸
食
が
連
続
し
た
こ
と
で
、
ノ

コ
ギ
リ
歯
型
状
の
形
に
な
っ
た
岩
肌

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
く
つ
も
の
シ
ワ
が
重

な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
変
わ
っ
た
岩

石
も
あ
り
ま
す
。
シ
ワ
の
原
因
は
、

地
層
や
変
成
岩
な
ど
が
高
い
圧
力
で

変
形
し
、
波
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
美
し
い
シ
ワ
の
よ

う
な
形
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
自
然
の
壮
大
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
歩
危
の
自
然
美
を
詠
っ
た
句
碑

　

大
歩
危
に
は
、
こ
の
ほ
か
美
し
い

自
然
景
観
を
詠
ん
だ
歌
碑
な
ど
の
文

化
的
資
源
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
大

歩
危
小
歩
危
と
呼
ば
れ
て
い
る
吉
野

川
周
辺
は
、
古
く
か
ら
大
変
険
し
い

地
形
が
広
が
っ
て
い
た
た
め
に
、
県

下
有
数
の
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
以
降
に

な
っ
て
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
20
年
代
に
国
道
（
現
在
の
現

道
）
が
作
ら
れ
る
ま
で
は
、
大
歩
危

は
、
当
時
の
通
行
人
に
は
、
大
変
危

険
な
難
所
と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
藩
政
期
の
絵
図
か
ら
も
そ
の

当
時
の
通
行
人
が
利
用
し
た
道
（
街

道
）
は
、
現
在
の
国
道
付
近
よ
り
さ

ら
に
高
い
位
置
の
山
深
い
場
所
を

通
っ
て
お
り
、
大
歩
危
小
歩
危
の
難

所
は
避
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
明
治
以
前
は
今
の
よ
う

に
大
歩
危
の
峡
谷
美
を
気
軽
に
楽
し

む
機
会
は
あ
ま
り
な
く
、
隠
れ
た
景

勝
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
大
歩
危
が
全
国
的
に
よ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
当
時

の
逓て
い
し
ん信
大
臣
（
現
在
の
総
務
大
臣
）

特 集

▲Ｖ字谷と吉野川の渓谷美

 

大
歩
危
の
見
所

▲遊歩道から見える大歩危

▲写真① 道の駅大歩危付近▲写真② 旧歩危茶屋付近遊歩道▲写真③小歩危付近▲岩盤の隆起と吉野川の渦流で
作られた獅子岩

だ
っ
た
後
藤
新
平
が
大
歩
危
で
句

を
詠
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
岩
に
題
す 

天
下

第
一
歩
危
の
秋
」
と
い
う
後
藤
新
平

の
句
は
大
歩
危
を
代
表
す
る
句
で
、

遊
覧
船
乗
り
場
の
駐
車
場
脇
に
句

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
好
市
山
城
町
出
身
の
文

人
、
故
富
士
正
晴
氏
の
父
、
富
士
憲

郎
氏
が
大
歩
危
の
季
節
を
詠
ん
だ
句

碑
「
老ろ
う
お
う鶯
や 

船
へ
か
た
む
く 

も
も
が

峯
」
が
国
道
の
遊
歩
道
沿
い
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
句
は
、
大
阪

毎
日
新
聞
新
日
本
百
景
金
牌
受
賞
の

句
で
、
憲
朗
氏
の
弟
子
が
昭
和
32
年

に
建
立
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
大
歩
危
に
ち
な
ん
だ
句

碑
な
ど
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
も
見
所

の
一
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
一
度
大
歩
危
の

見
所
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▶
後
藤
新し
ん
ぺ
い平

の
句
碑

▲美しいシワが重なり合った岩

▶
富
士
憲の

り
ろ
う郎
氏
の
句
碑

▲角のような突起物がついた
面白い岩
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特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
の

方
が
対
象
で
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
予
防
し
、心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
健
診

で
す
。

【
受
診
方
法
】

①
総
合
健
診
（
集
団
健
診
）
で
受

診
希
望
の
方
は
、
三
好
市
役
所

健
康
づ
く
り
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

②
病
院
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
特

定
健
診
受
診
券（
6
月
末
送
付
）

に
同
封
さ
れ
て
い
る
、「
平
成

26
年
度
特
定
健
康
診
査
実
施
機

関
一
覧
表
」か
ら
病
院
を
選
び
、

電
話
で
ご
予
約
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
方

※
74
歳
の
方
は
、
生
年
月
日
が

昭
和
14
年
10
月
1
日
以
降
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
受
診
期
間
】

　

7
月
1
日
～
12
月
31
日

【
受
診
時
に
必
要
な
も
の
】

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
特
定
健
診
受
診
券（
6
月
末
送
付
）

▽
自
己
負
担
額
（
千
円
）

※
健
診
当
日
に
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
お
忘
れ
に
な
る
と
、
特
定
健
診

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

【
注
意
】

　

三
好
市
国
民
健
康
保
険
以
外

（
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
）
に
ご
加
入
の
方
は
、
医

療
保
険
者
が
発
行
し
た
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
各
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、

受
診
券
の
交
付
時
期
、
自
己
負
担

額
な
ど
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
、
職
場
の
担
当
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
康
診
査
に
関
し
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

●
総
合
健
診
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

健
康
づ
く
り
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

６
７
６
７
）

　

三
好
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
医
療
費
の

自
己
負
担
が
高
額
に
な
り
そ
う
な

と
き
に
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
国
民
健

康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
（
食
事
代
お
よ
び
保
険

適
用
外
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の

自
己
負
担
分
を
除
き
ま
す
）。

　

交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、 

保
険
医
務
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
で
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
持
ち

の
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
70
歳
以

上
で
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、

高
齢
受
給
者
証
よ
り
も
限
度
額
が

低
く
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
平
成
26
年

7
月
31
日
ま
で
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
、
住
所
地
に
更
新
用

の
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
8
月
1
日
以
降
も

必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意

①
限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。

②
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

申
請
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
場
所
】

・
三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

・
各
総
合
支
所

【
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

限度額適用認定書または標準負担額減額認定書を申請いただくと
医療費の窓口負担が軽減できます

未然の予防が大切です
特定健診を受けましょう !

上
の
場
合
は
3
割
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
方
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
以
外
）が
い
る
場
合
、

そ
の
方
々
と
の
総
収
入
の
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合
は
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。（
申
請
が

必
要
）

・
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
て
、
被

保
険
者
の
総
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
は
１
割
負
担

（
申
請
が
必
要
）、
５
２
０
万
円
以

上
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期

限
平
成
27
年
7
月
31
日
）
の
裏
面

に
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
臓

器
移
植
に
関
す
る
啓
発
や
知
識
を

深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移
植
と

は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方

の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能

を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。
臓
器

提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意
思

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思

の
変
更
が
で
き
ま
す
。
臓
器
提
供

に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
意

思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任
意
で
あ

り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
薄
紫
）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
26
年
7
月
31
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
平
成
26
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
は
、
7
月
末
ま

で
に
保
険
医
務
課
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

認
定
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区
分
が

「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
12
か

月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ

れ
た
方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事
代
が
さ

ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有

効
期
限
が「
平
成
26
年
7
月
31
日
」

と
な
っ
て
い
る
、
む
ら
さ
き
色
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
1
人
に
1
枚
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
7
月
中
に
保
険
医
務
課
か
ら

有
効
期
限 

平
成
27
年
7
月
31
日

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者

証
（
濃
い
黄
色
）
を
お
届
け
し
ま

す
。
8
月
1
日
以
降
は
古
い
被
保

険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受

診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
7
月
31
日
ま
で
の
一
部
負
担

金
の
割
合
（
1
割
ま
た
は
3
割
）

は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
に
基
づ

き
改
め
て
判
定
し
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
の
判
定
方
法

【
1
割
負
担
と
な
る
方
】

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

未
満
の
方
。

【
３
割
負
担
と
な
る
方
】

・
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
、
総
収
入
の
合
計
額
が

３
８
３
万
円
未
満
は
1
割
負
担
に

（
申
請
が
必
要
）、
３
８
３
万
円
以

後期高齢者医療制度被保険者のみなさまへ
８月は保険証の定期更新月です

ご確認ください
新しい被保険者証の有効期限は、

平成 27 年 7 月 31 日に
なっています。

被保険者番号

　　 住　　所

　　 氏　　名

　　 生年月日

資格取得年月日

発  効  期  日

交付年月日

一部負担金の
割合

保険者番号並
びに保険者の
名称及び印

印

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　 年　 月　 日

被
保
険
者

被保険者番号

　　 住　　所

　　 氏　　名

　　 生年月日

資格取得年月日

発  効  期  日

交付年月日

一部負担金の
割合

保険者番号並
びに保険者の
名称及び印

印

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　 年　 月　 日

被
保
険
者

旧 新
後期高齢者医療被保険者証

有効期限　平成27年7月31日
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■ 

法
定
外
公
共
物
と
は

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道
路
、

河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、
道
路

法
、
河
川
法
、
海
岸
法
な
ど
の
管
理

に
関
す
る
法
律
の
適
用
ま
た
は
準
用

を
受
け
な
い
も
の
を
言
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
里
道
（
赤
道
）・

水
路
（
青
線
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
昔
か
ら
農
道
や
農
業

用
水
路
と
し
て
、
地
域
住
民
な
ど

に
よ
っ
て
作
ら
れ
公
共
の
用
に
供

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
初
期

の
地
租
改
正
に
伴
う
官
民
有
区
分

の
実
施
に
よ
り
国
有
地
に
分
類
さ

れ
ま
し
た
。

　

法
務
局
や
市
の
税
務
課
に
備
え

付
け
の
公
図
な
ど
で
、「
道
」「
水
」

と
表
示
さ
れ
た
り
、
赤
色
や
青
色

で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図

る
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
国
有
財
産

で
あ
っ
た
里
道
・
水
路
の
法
定
外

公
共
物
が
、
平
成
17
年
3
月
末
に

市
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
財
産
管
理
、
機

能
管
理
な
ど
以
前
は
県
土
木
事
務

所
で
行
っ
て
き
た
業
務
は
、
現
在

三
好
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

維
持
管
理

　

法
定
外
公
共
物
は
、
地
域
に
密

着
し
た
形
で
、
地
域
住
民
の
公
共

の
用
に
供
し
て
い
る
た
め
、
地
域

（
地
元
）
で
管
理
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

■ 

法
定
外
公
共
物
に
関
す
る

    

主
な
手
続
き

① 

境
界
確
認

　

法
定
外
公
共
物
の
境
界
に
つ
い

て
、
立
会
い
を
行
い
境
界
を
確
認

し
ま
す
。

② 

占
用
許
可
申
請

　

法
定
外
公
共
物
は
、
そ
の
機
能

（
道
路
・
水
路
と
し
て
の
機
能
）

を
確
保
す
る
た
め
基
本
的
に
は
構

造
物
な
ど
に
よ
る
占
用
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
機
能
を
妨
げ

な
い
程
度
に
お
い
て
、
占
用
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
、
水
利
関
係
者
、

隣
接
地
所
有
者
な
ど
、
利
害
関
係

者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
例
】

□ 

住
宅
進
入
路
と
し
て
水
路
に

橋
（
床
版
）
を
か
け
る
。

□ 

給
水
管
・
排
水
管
を
里
道
に

埋
設
す
る
。

※
条
件
に
よ
っ
て
占
用
料
が
発
生

し
ま
す
。

③ 

用
途
廃
止
・
付
替
え
申
請

法
定
外
公
共
物
は
、
そ
の
機
能
を

す
で
に
失
っ
て
る
場
合
、
用
途
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

廃
止
が
認
め
ら
れ
た
法
定
外
公

共
物
は
、
市
の
普
通
財
産
と
し
て

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
機
能
を
有
し
て
い

る
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
も
、

同
じ
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
付
け
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
自
治
会
、
水
利
関

係
者
、
隣
接
地
所
有
者
な
ど
、
利

害
関
係
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
申
請
に
つ
い
て
不
明
な
点
、
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
建
設
部　

管
理
課

電
話　

７
２-

７
６
８
１

山
城
町
信
正
地
区
に
新
し
い
水
道
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

　

山
城
町
川
口
簡
易
水
道
拡
張
工
事

に
よ
り
、
山
城
町
信
正
地
区
に
新
し

く
水
道
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
給
水
区
域
】
山
城
町
信
正
地
区

【
給
水
戸
数
】
26
戸
68
人

【
施
設
概
要
】

□ 

送
水
施
設

    

送
水
調
整
水
槽
１
池
・
送
水
管
総
延
長
１
１
６
２
ｍ

□ 

配
水
施
設

    

配
水
池
２
池
・
減
圧
水
槽
２
池
・
配
水
管
総
延
長
２
６
１
７
ｍ 

【
総
事
業
費
】
１
億
１
９
６
７
万
８
９
６
０
円

白
川
谷
取
水
施
設
移
転
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

　
山
城
町
白
川
谷
の
山
腹
崩
壊
箇
所
の

下
流
側
取
水
施
設
を
上
流
側
の
新
学
に

移
転
す
る
工
事
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
施
設
概
要
】

□ 

取
水
施
設

　

 

取
水
井
１
基
・
沈
砂
池
１
池

□ 

導
水
施
設

　

 

導
水
管
総
延
長
９
１
７
・５
ｍ

【
総
事
業
費
】
３
４
９
４
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
水
道
課

電
話　

７
２-

７
６
２
６

山城地区に新しい水道施設および取水施設の移転工事が完成

　加齢による運動器や筋肉の衰えなどによって、要介護状態となることを
予防するために、水中でバランス運動やウォーキングを行います。
　ぜひご参加ください。

【
対
象
者
】
三
好
市
ま
た
は
東
み

よ
し
町
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
の
う
ち
、
次
の
す
べ
て
の

用
件
を
満
た
す
方

①
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

②
こ
れ
ま
で
に
心
不
全
、
心
筋
梗

塞
、
狭
心
症
、
大
動
脈
瘤
な
ど
の

心
疾
患
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
現
在
も
治
療
を
受
け
て
い

な
い
方
。

③
医
師
か
ら
の
運
動
制
限
が
な
い
方
。

【
日
時
】
平
成
26
年
8
月
1
日
～

平
成
27
年
1
月
31
日
（
６
か
月
）

の
う
ち
、
月
曜
日
・
金
曜
日
の
13

時
～
14
時

【
定
員
】
各
班
20
名

※
山
城
町
、
東
西
祖
谷
地
区
の
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
（
東
み
よ
し
町
中
庄
９
４
５

番
地
1
）

【
利
用
料
】　
１
人
１
回
３
０
０
円

【
利
用
回
数
】 

ひ
と
月
に
つ
き
、

1
人
２
回
ま
で

【
利
用
方
法
】 

申
請
書
を
記
入
し

て
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
で
き
る
方
に

は
『
利
用
決
定
通
知
書
』
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
申
請
書
配
布
先
】
三
好
市
役
所

長
寿
・
障
害
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
窓
口
、
み
よ
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー

【
申
込
締
切
】　
７
月
25
日
（
金
）

締
切
後
に
定
員
の
空
き
が
あ
れ
ば
、

途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

【
そ
の
他
】
無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
利
用
希
望
の
方
は
申

込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・
各
教
室
の
申
込
み
状
況
な
ど
に

よ
り
、
受
講
日
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
利
用
に
は
水
着
・
キ
ャ
ッ
プ
・

水
中
メ
ガ
ネ
が
必
要
で
す
。な
お
、

ド
ル
フ
ィ
ン
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
が
、レ
ン
タ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先
】

介
護
保
険
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
係

電
話 

７
６-

０
０
３
０

　カラダのお手入れ、していますか？　今回は、お肌や食事だけじゃない、
楽しく動くことから始めるカラダのお手入れ方法をお教えします。
　一緒に笑って、動いて、命大事に、もっと人間しましょう！

膝や腰に負担の少ない水中でバランス運動やウォーキングを行います

日　時 場　所

7 月 31 日（木）
10:00 ～ 11:30 東みよし町役場２階

7 月 31 日（木）
13:30 ～ 15:00

三好市保健センター２階
多目的ホール

8 月 1 日（金）
10:00 ～ 11:30 山城総合支所４階会議室

【演　題】いくつになっても動けるカラダ～効果的なお手入れ法～
【講　師】（有）ヒューマンモア 松井 浩 先生
【対象者】65 歳以上の方および介護予防に関心のある方
【必要物】水分補給のための水やお茶、動きやすい服装・履物、タオル
【参加費】無料 　　　
【申込期限】7 月 25 日（金）まで
【お申し込み・お問い合わせ先】みよし広域連合介護保険センター
地域支援係（☎ 76-0030）

対
象
地
区

実
施
日

１
班

池
田
町

井
川
町

第
１
・３
月
曜
日

２
班

州
津

旧
三
好
町

第
１
・３
金
曜
日

３
班

旧
三
加
茂
町
第
２
・
４
月
曜
日

４
班

三
野
町

第
２
・
４
金
曜
日

水中運動教室 参加者募集

楽しく動くことから始めるカラダのお手入れ方法をお教えします

介護予防講演会を開催します

ご
存
知
で
す
か

法
定
外
公
共
物
（
里
道
・
水
路
）

▲川口簡易水道信正低区配水池▲沈砂池 ▲山腹崩壊箇所
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【
利
用
条
件
】

三
好
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
基

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

【
取
れ
る
証
明
書
類
】

・住
民
票（
本
人
お
よ
び
同
世
帯
員
）

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄

本
）、
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
（
戸

籍
抄
本
）、
そ
れ
に
か
か
る
附
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の
み
）

※
除
票
・
住
基
コ
ー
ド
入
り
住
民

票
・
三
好
市
に
本
籍
が
無
い
方
の

戸
籍
謄
本
な
ど
は
取
れ
ま
せ
ん
。

【
利
用
時
間
】

6
時
30
分
～
23
時

※
12
月
29
日
～
翌
年
1
月
3
日
、
ま

た
保
守
点
検
な
ど
の
た
め
一
時
的
に

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
店
舗
】

　

専
用
の
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て

い
る
店
舗
に
限
り
ま
す
。

①
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

②
ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア

１
０
０
を
除
く
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト　
　

  

④
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

ま
ず
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
が
必

要
で
す
。
カ
ー
ド
発
行
に
は
数
日

か
か
り
ま
す
。

住基カードを使ってコンビニでも
住民票・戸籍・印鑑証明が取れるようになりました！

姉妹都市でホームステイを体験してみませんか

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
生
活
改
善
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る

食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

※
活
動
に
対
す
る
謝
礼
は
出
ま
せ
ん

⃝

対
象
者

　

全
5
回
の
講
座
を
受
講
し
、
来
年
度
か
ら
食
生
活
改
善
活

動
に
参
加
で
き
る
市
民
の
方
（
性
別
年
齢
問
い
ま
せ
ん
）

⃝

日
程
・
内
容

【
第
1
回
】
8
月
27
日
（
水
）
10
時
～
15
時

              

食
育
講
義
①
、
調
理
実
習

【
第
2
回
】
9
月
10
日
（
水
）
10
時
～
15
時

              

食
育
講
義
②
、
調
理
実
習

【
第
３
回
】
9
月
30
日
（
火
）
10
時
～
15
時

              

食
育
講
義
③
、
調
理
実
習

【
第
4
回
】
10
月
15
日
（
水
）
10
時
～
15
時

              

食
育
講
義
④
、
調
理
実
習

【
第
5
回
】
11
月
5
日
（
水
）
10
時
～
15
時

              

食
育
講
義
⑤
、
運
動
実
技

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
場　
所
〉
三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〈
受
講
料
〉
無
料

〈
申
込
締
切
〉
7
月
31
日
（
木
）

備
考
▽
申
込
者
数
が
10
人
に
満
た

な
い
場
合
は
翌
年
度
以
降
に
延
期

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

⃝

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

健
康
づ
く
り
課
（
電
話 

７
２-

６
７
６
７
）

食生活改善推進員養成講座 受講生募集

　
中学生団員

対象▼三好市在住の中学２～３年生
定員▼ 12 名以内
要件▼帰国後は体験報告を行うとともに、姉妹都
市交流の推進に努めること。
旅費▼約20万円（うち8万円を上限とする半額を補助）
応募方法▼参加申込書（学校、地域振興課で配布）
に必要事項を記入のうえ、地域振興課にお申し込
みください。
選考▼作文および面接による選考を行います。
注意事項▼過去に中学生団員として派遣された経
験のある方はお申し込みいただけません。

　各種交流団員

対象▼三好市在住の高校生以上で、文化・教育・経済・
学術・スポーツなどの目的に基づいて交流したい方。
定員▼若干名
要件▼帰国後は体験報告を行うとともに、姉妹都
市交流の推進に努めること。
旅費▼約20万円（うち８万円を上限とする半額を補助）
応募方法▼①住所 ②氏名 ③年齢 ④性別 ⑤電話番
号 ⑥交流したい分野を記入の上、ハガキまたは

ファックスでお申し込みください。折り返し選考
会のご案内をお送りします。
選考▼作文および面接による選考を行います。
注意事項▼過去に各種交流団員として派遣された
経験のある方はお申し込みいただけません。

　一般団員

対象▼三好市在住の高校生以上
定員▼若干名
要件▼帰国後は姉妹都市交流の推進に努めること。
旅費▼約 20 万円（全額自己負担）
応募方法▼①住所 ②氏名 ③年齢 ④性別 ⑤電話番
号を記入のうえ、ハガキまたはファックスでお申
し込みください。
選考▼申し込み多数の場合は抽選。
注意事項▼過去の派遣経験の有無は問いません。

休日や窓口時間外に証明書が取れるので便利です

【
住
基
カ
ー
ド
申
請
場
所
】

三
好
市
役
所
市
民
課
・
各
総
合
支
所

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書
、印
鑑
、住
基
カ
ー

ド
手
数
料
５
０
０
円

【
住
基
カ
ー
ド
受
取
場
所
】

三
好
市
役
所
市
民
課

※
住
基
カ
ー
ド
交
付
後
、
コ
ン
ビ

ニ
利
用
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

【
コ
ン
ビ
ニ
登
録
申
請
場
所
】

三
好
市
役
所
市
民
課

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
で
な

い
場
合
は
公
的
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
も
し
く

は
住
基
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
）、

印
鑑
、手
数
料
は
無
料
。
た
だ
し
、

本
人
申
請
に
限
り
ま
す
。

【
申
請
受
付
日
時
】

平
日
の
み
（
8
時
30
分
～
11
時
、

13
時
～
16
時
）

※
詳
細
は
市
報
1
月
号
お
よ
び
三
好

市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所 

市
民
課

電
話　

７
２-

７
６
０
９

　平成26年度三好市姉妹都市交流親善団を派遣するにあたり、団員を募集します。経験や英語
力は問いません。三好市国際交流協会が交流をサポートします。中学生団員を中心に、高校生以
上の一般団員も参加でき、積極的な交流の目的をお持ちの方には補助制度もあります。ホームス
テイを体験し、海外に友達をつくりましょう。

行き先▼アメリカ合衆国オレゴン州ザ・ダルズ市
日程▼ 10 月 30 日（木）～ 11 月 5 日（水）
募集締切▼ 7 月 25 日（金）17 時必着
　※ 日程や事業内容が変わる可能性もありますので、ご了承の上、お申し込みください。

【お申し込み・お問い合わせ先】
〒 778-8501　三好市池田町シンマチ 1500 番地 2
三好市役所地域振興課（電話 72-7649、FAX72-7202）
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予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◉ 

ま
ず
は
手
洗
い
が
基
本
で
す
。

　

食
べ
る
人
も
作
る
人
も
欠
か
さ

ず
に
、
爪
の
間
や
手
首
ま
で
丁
寧

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
お
に
ぎ

り
な
ど
の
素
手
で
の
調
理
の
前
に

は
入
念
に
。

◉ 

食
器
や
調
理
器
具
、
ふ
き
ん

な
ど
は
、
ま
め
に
洗
浄
と
交
換
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

肉
を
切
っ
た
包
丁
や
ま
な
板

は
、
消
毒
し
て
か
ら
使
う
こ
と
を

忘
れ
ず
に
。

◉ 

買
っ
て
帰
っ
た
生
鮮
食
品
は
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

冷
蔵
中
も
菌
の
増
殖
を
完
全
に

抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
消
費

期
限（
賞
味
期
限
）に
か
か
わ
ら
ず
、

早
め
に
調
理
し
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◉ 

十
分
な
加
熱
調
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

多
く
の
原
因
菌
は
高
熱
で
死
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

三好病院を応援する会　
総会が開催されました

　
　

　
５
月
22
日
、「
三
好
病
院
を
応
援

す
る
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
は
、
引
き
続
い
て
伊
丹

一
夫
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

三
好
病
院
と
共
催
に
よ
り
第
３
回
目

と
な
る
「
市
民
公
開
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
（
10
月
４
日
の
予
定
）。

※「
三
好
病
院
を
応
援
す
る
会
」は
、

平
成
20
年
10
月
22
日
、「
私
た
ち
自

身
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

三
好
市
・
東
み
よ
し
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
婦
人
団
体
連
合
会
、

身
体
障
害
者
会
、
民
生
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
が

代
表
者
と
な
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
県
立
三
好
病
院
を
支

え
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
署

名
活
動
・
医
師
官
舎
の
清
掃
作
業
・

講
演
会
や
講
習
会
の
開
催
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
医
師
官
舎
の
清
掃

作
業
は
６
月
８
日
に
シ
ン
マ
チ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
行

い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
は
毎

年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
祖
谷
に
公
的
医
療
機
関
を　

　

５
月
30
日
、
東
祖
谷
地
区
住
民

懇
談
会
を
東
祖
谷
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
東
祖
谷
地

区
の
自
治
会
長
・
住
民
福
祉
協
議

会
長
・
民
生
児
童
委
員
さ
ん
な
ど

に
ご
案
内
し
、
東
祖
谷
の
民
間
医

療
機
関
が
11
月
末
を
も
っ
て
閉
院

す
る
こ
と
や
閉
院
後
の
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
の
ご
要
望
や
ご
意

見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
12
月
を
目
標
に
診
療
所
の
開

設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西
祖
谷
診
療
所
で
夏
期
地
域
医
療

研
修
を
実
施
し
ま
す　

　

こ
の
研
修
は
、
徳
島
県
が
へ
き

地
で
の
医
療
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
全
国
の
医
大
生
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
自

治
医
科
大
生
や
徳
島
大
学
の
学
生

８
名
が
西
祖
谷
診
療
所
で
実
習
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
実
習

の
一
環
と
し
て
健
康
教
室
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□ 

吾
橋
地
区
健
康
教
室

【
日
時
】
８
月
21
日 

13
時
～
14
時

【
場
所
】
吾
橋
集
会
所

【
内
容
】
変
形
性
膝
関
節
症
に
つい
て

□ 

東
祖
谷
地
区
健
康
教
室

【
日
時
】
８
月
21
日 

13
時
～
14
時

【
場
所
】
東
祖
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

【
内
容
】
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つい
て

□ 

西
祖
谷
山
村
診
療
所 

健
康
教
室

【
日
時
】
８
月
21
日 

16
時
～
18
時

30
分

【
場
所
】西
祖
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
脳
梗
塞
と
血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
す
る
薬
に
つ
い
て

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
徳
島
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
」

□ 

事
業
の
目
的
は
？

　

休
日
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病

気
や
け
が
な
ど
の
際
に
、
医
師
の

支
援
体
制
の
も
と
専
門
的
な
知
識

と
経
験
を
有
す
る
看
護
師
が
、
電

話
相
談
に
応
じ
、
家
庭
で
の
対
処

方
法
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど

に
つ
い
て
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
不
安
軽

減
を
図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
小
児

救
急
医
療
体
制
を
補
完
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

□ 

相
談
日
時
は
？

毎
日
18
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で

□ 

相
談
電
話
番
号
は
？

固
定
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）、

携
帯
電
話
か
ら
は（
局
番
な
し
の
）

＃
８
０
０
０

固
定
電
話
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）、

Ｉ
Ｐ
電
話
、そ
の
他
、＃
８
０
０
０

を
利
用
で
き
な
い
場
合
に
は
、

０
８
８-

６
２
１-

２
３
６
５

□ 

相
談
体
制
は
？

　

看
護
師
が
相
談
に
応
じ
、
よ
り

専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
小
児
科
医
、
救
急
専

門
医
な
ど
が
対
応
し
ま
す
。

【
最
近
の
相
談
件
数
】

平
成
25
年
度

　

県
全
体　

７
９
２
７
件

　

三
好
市　
　

１
０
７
件

（
県
医
療
政
策
課
調
べ
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
保
険
医
務
課

　

電
話　

７
２-

７
６
１
３

　

三
好
市
に
移
住
し
ち
ょ
う
ど
１
年

が
経
ち
ま
す
。
全
く
地
縁
の
無
い
土

地
ゆ
え
、
こ
の
地
域
に
は
何
が
あ
り

ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
を
知
ろ
う

と
、
こ
の
１
年
は
と
に
か
く
何
で
も

お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
専
念
し
ま
し

た
。
草
刈
や
収
穫
の
手
伝
い
、
古
民

家
改
修
で
の
土
木
作
業
、
姉
妹
都
市

訪
問
の
た
め
ア
メ
リ
カ
へ
出
張
と
、

パ
ソ
コ
ン
の
前
で
１
日
を
過
ご
し
て

い
た
会
社
員
時
代
と
は
目
ま
ぐ
る
し

く
生
活
が
変
化
し
た
１
年
で
し
た
。

　

協
力
隊
２
年
目
の
最
近
の
活
動
は
、

西
山
の
元
気
な
じ
い
や
ん
た
ち
と
一

緒
に
、
親
子
で
米
作
り
を
体
験
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
月
8
日
に
は
田
植
え
を
無
事
終
え
、

今
後
は
収
穫
ま
で
月
１
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
予
定
で
す
。
私
自
身
も
米

作
り
初
体
験
な
の
で
、
み
ん
な
で
稲

刈
を
す
る
日
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

も
う
一
つ
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
の
野
菜
を
活
用
し
た
ド
リ

ン
ク
や
ス
イ
ー
ツ
の
お
店
「
ペ
リ
カ

ン
」
を
始
め
ま
し
た
。
当
面
は
銀
座

よ
ろ
ず
市
な
ど
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
出

店
で
す
が
、
辻
の
朝
市
や
市
外
の
催

し
に
も
出
向
き
、
三
好
市
の
宣
伝
に

貢
献
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
店
情
報
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（https://w

w
w
.facebook.

com
/pelican3444

）
で
公
開
中
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

連載  地域おこし協力隊活動報告 ㉜
 一年ありがとうございます！

渡邊 みどり

調
理
後
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
食
べ

る
ま
で
少
し
時
間
が
空
く
場
合
は
、

冷
蔵
庫
で
の
保
存
が
安
全
で
す
。

◉ 

食
中
毒
の
原
因
食
品
と
し
て
多

い
の
は
食
肉
や
卵
、
魚
類
で
す
。
特

に
食
肉
の
生
食
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
魚
は
煮
魚
や
焼
き
魚
が
無
難
で

す
。
刺
身
や
寿
司
を
購
入
す
る
場

合
は
速
や
か
な
冷
蔵
保
存
と
、
そ

の
日
の
う
ち
に
食
べ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
。

　
夏
は
特
に
食
品
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
腹
痛
や
下
痢

な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

ご
自
身
で
判
断
せ
ず
速
や
か
に
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市
役
所 

健
康
づ
く
り
課

　
　

   （
電
話 

７
２-

６
７
６
７
）

食
中
毒
の
夏 

予
防
の
徹
底
を
！

高
温
多
湿
と
な
る
夏
は
、
細
菌
性
食
中
毒
が

多
発
す
る
時
期
で
す
。
し
っ
か
り
と
予
防
し
、

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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第 2回

千年のかくれんぼ
~分け入るごとに時は遡り ~

フォトコンテスト作品募集

　応募先・お問い合わせ先
一般社団法人 三好市観光協会内

千年のかくれんぼフォトコンテスト事務局
〒778-0003 徳島県三好市池田町サラダ 1810-18
TEL:(0883)76-0877

昨年度に開催しました第 1 回「千年のかくれんぼフォトコンテスト」には、市
内外より 817 点ものご応募をいただきました。本年度も継続してフォトコンテ
ストを開催いたしますので、三好市の自然景観やお祭りなど、あなたが心に描
く「千年のかくれんぼ」を 1 枚の写真に表現してご応募ください。

テ ー マ 　 三好市の自然景観、文化財、伝統芸能、イベント、お祭り、街並み
　　　　　などを感性豊かに表現した観光写真をご応募ください。

応募締切　平成 27 年 1 月 31 日まで（当日消印有効）

応募資格　プロ・アマチュアを問わず、どなたでもご応募いただけます。

選考基準　・ 三好市の景観を美しい作品としてＰＲできるもの
　　　　　・景観要素を捉え千年のかくれんぼの世界観が表現されているもの
　　　　　・写真の技術力が優れているもの

応募方法　三好市観光案内所、市庁舎、各総合支所等に設置している千年のか
　　　　　くれんぼフォトコンテスト募集要項をお持ち帰りいただき、よくお
　　　　　読みになったうえで、応募作品の裏面に必要事項を記入した応募票
　　　　　を貼付して、フォトコンテスト事務局まで郵送してください。

応募規定　・三好市内で撮影された作品。題材（風景・催し等）は自由です。
　（ 抜 粋 ）　・平成 26 年 1 月 1 日以降に撮影した未発表の単写真に限ります。
　　　　　・サイズは４つ切またはワイド４つ切に限ります。
　　　　　・出品料は無料で、応募点数はお一人 5 点までとします。
　　　　　・入賞作品を使用するために必要な権利は、主催者である三好市に
　　　　　　帰属するものとします。写真素材として提供も含め入賞者の許諾
　　　　　　を要することなく無償で使用できるものとします。

最優秀賞　（１点）  50 万円
 副賞／大歩危祖谷のホテルペア宿泊券

第  一  席　（１点）   10 万円
 副賞／大歩危祖谷のホテルペア宿泊券

第  二  席　（１点）  5 万円
 副賞／大歩危祖谷のホテルペア宿泊券

第  三  席　（１点）  3 万円
 副賞／大歩危祖谷のホテルペア宿泊券

入　選　（１0 点）  1 万円

佳　作　（１0 点）  5 千円

審査委員

写真家  三好和義  氏
1958年徳島生まれ。
「楽園」をテーマに世界
各地で撮影。近年は四
季に恵まれた日本に心
の「楽園」を見いだす。

各　賞

※ 本事業は三好市の委託により一般社団法人 三好市観光協会が実施しています。

●主 催／三好市　●共 催／一般社団法人 三好市観光協会　●協 賛／いやしの温泉郷 ホテルかわせみ、祖谷渓温泉 ホテル秘境の湯、大歩危温泉 サンリバー大歩危、峡谷の湯
宿 大歩危峡まんなか、湯元新祖谷温泉 ホテルかずら橋、和の宿 ホテル祖谷温泉、渓谷の隠れ宿 祖谷美人、旅の宿 奥祖谷、白地温泉 小西旅館、㈱マックアース、剣山顕彰会、
道の駅大歩危、吉野川オアシス㈱、リバーステーション West-West 大歩危観光㈱、大歩危峡観光遊船㈲、箸蔵山ロープウェイ㈱、四国交通㈱、四国旅客鉄道㈱、㈲祖谷渓タクシー、
大歩危タクシー、㈲かずら橋タクシー、三好レンタカー、㈱池田警備保障、㈱池田ケーブルネットワーク、㈲タムラ三光堂、㈲データプロ、ナカガワアド㈱、㈲ ババカメラ店、歩危マー
ト、㈱明和クリーン、㈲ヤマト重機、JA 阿波みよし、阿波銀行、高知銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島銀行、徳島信用金庫　たくさんのご協賛を誠にありがとうございました。

影
響
が
出
ま
す
。
笑
い
に
は
医
学
界
で
は
、

自
分
自
身
の
治
癒
力
を
高
め
る
効
果
が
あ

る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
男
性
は
、

年
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
笑
う
こ
と
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
の
で
、
笑

う
こ
と
で
癌
な
ど
の
病
気
に
も
負
け
な
い

力
を
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
子
ど
も
に
与
え
る
影
響　

　
ま
た
、
中
に
は
、
掛
け
合
い
の
よ
う
に

進
行
す
る
会
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

た
く
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
時
に
は
大
人
と
し
て
「
苦
笑
い
」

し
か
で
き
な
い
よ
う
な
子
供
の
発
言
も

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
子
供
は
そ
う

い
う
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
考
え
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
「
い
い
大

人
」
か
ら
受
け
た
「
い
い
影
響
」
と
「
が

ん
ば
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」。
大
人
の
何
気
な
い

言
葉
を
子
供
が
耳
に
す
る
こ
と
で
「
偏
見
」

が
植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
過
程
な
ど
が

あ
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

身
近
に
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る「
差
別
」「
偏

見
」。「
差
別
は
い
け
な
い
」
と
い
う
教
育

は
進
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
根
強

く
残
っ
て
い
る
の
が
「
偏
見
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
肌
の
色
の
違
い
、
信
じ
る

三好市役所人権室  ☎72-7622

　

今
か
ら
４
０
０
年
前
、
世
の
中
が
平
和

に
な
っ
た
江
戸
時
代
頃
か
ら
、
落
語
な
ど

の
文
化
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
落
語
の
中
で
も
、
男だ
ん
そ
ん
じ
ょ
ひ

尊
女
卑
を
ネ
タ
と

し
て
、
男
が
上
（
か
み
・
う
え
）、
女
が
下

（
し
も
・
し
た
）
と
さ
れ
て
話
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
当
時
か
ら
こ
れ
は
当
た
り
前

で
し
た
。
ま
た
、
落
語
で
は
、
宗
教
ま
で

も
話
の
ネ
タ
に
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け

で
す
。
外
国
人
か
ら
す
れ
ば
、
理
解
し
が

た
い
よ
う
で
す
。

◇
笑
い
の
効
能

　
古
典
落
語
の
中
に
は
、
古
臭
い
説
教
か

と
思
え
ば
、
本
質
を
鋭
く
つ
い
て
い
る
会

話
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
特
に
、
義
理
・

人
情
を
ネ
タ
に
し
た
話
も
多
く
、
受
け
継

が
れ
て
い
る
話
の
中
に
は
、
人
生
の
生
き

る
ヒ
ン
ト
だ
っ
た
り
、
人
と
の
付
き
合
い

方
だ
っ
た
り
、
大
切
な
こ
と
が
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
笑
い
に
は
多
く
の
効
能
が
あ
る
よ
う
で

す
。
普
段
使
わ
な
い
顔
の
筋
肉
を
緊
張
さ

せ
る
の
が
笑
顔
で
、
笑
う
こ
と
で
呼
吸
法

も
そ
の
時
だ
け
は
し
っ
か
り
と
し
た
腹
式

呼
吸
に
な
り
ま
す
。
軽
い
運
動
効
果
も
あ

り
、
血
行
も
良
く
な
り
、
代
謝
に
も
良
い

宗
教
、生
ま
れ
た
土
地
、身
体
や
心
の
病
気
、

職
業
な
ど
、
そ
の
根
本
を
挙
げ
れ
ば
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
人
の
嫌
な
振
る
舞

い
が
ど
の
よ
う
に
し
て
子
供
の
世
界
に
影

響
を
及
ぼ
す
か
を
考
え
て
発
言
す
る
責
任

と
、
子
ど
も
に
は
言
葉
の
使
い
方
を
教
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
言
葉
の
パ
ワ
ー　

　
し
か
し
、
言
葉
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

言
葉
は
、
決
し
て
相
手
を
傷
つ
け
よ
う
と

思
っ
て
い
な
く
て
も
、
誤
解
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。相
手
に
対
し
て
良
い
と
思
っ

た
言
葉
も
、
受
け
取
る
人
の
体
調
、
気
分

に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
ズ
レ
が
起
き
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
、

そ
の
と
き
は
す
ぐ
に
言
い
訳
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
と
。

直
ぐ
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
あ
な
た

の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
気
持
ち
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
修
復
が
早
け
れ
ば
仲

直
り
が
早
く
で
き
ま
す
。
言
葉
は
誰
に
対

し
て
も
思
い
や
り
を
持
っ
て
、「
ト
ゲ
」
が

立
た
な
い
よ
う
に
発
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
反
対
に
相
手
の
言
葉
で
腹
が
立
っ
て

も
少
し
我
慢
し
ま
し
ょ
う
。
爆
発
し
て
良

か
っ
た
と
い
う
結
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
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く
ま
で
も
、
言
葉
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
言
わ
な
く
て
も
分

か
っ
て
く
れ
る
と
い
う
方
が
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、
身
近
な
方
同

士
で
も
、
言
葉
は
伝
え
な
く
て
は
伝
わ
ら

な
い
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

言
葉
は
マ
ジ
ッ
ク
で
す
。
例
え
ば
「
大
丈

夫
！
」
と
言
い
切
る
言
葉
で
あ
れ
ば
、
相

手
も
安
心
し
ま
す
が
、「
大
丈
夫
？
」と
い
っ

た
言
い
方
を
毎
日
繰
り
返
し
た
と
す
れ
ば
、

相
手
を
不
安
に
陥
れ
る
呪
い
言
葉
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
常
に
言
葉
に
対
す
る
人
権

の
配
慮
が
必
要
で
す
。

◇
日
常
か
ら
人
権
意
識
を　

　
人
権
と
は
、
自
分
と
か
け
離
れ
た
所
に

存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活

の
中
に
気
付
か
な
い
う
ち
に
誰
か
の
人
格

を
傷
つ
け
た
り
、
人
権
を
侵
害
し
た
り
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
の
言
動
に
見
ら
れ
る
否
定
的
な
決
め
つ

け
や
、
偏
見
も
そ
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
常
に
他
人
の
存
在
を
意
識
し
、
周

り
の
尊
厳
を
考
え
、
や
さ
し
い
思
い
や
り

を
持
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

平
和
で
明
る
い
毎
日
と
な
る
は
ず
で
す
。

人
は
生
ま
れ
て
か
ら
い
っ
た
い
何
人
の
人

と
関
わ
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
人
が
人

に
及
ぼ
す
影
響
に
よ
り
、
人
生
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
人
権
侵
害
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
、
日
々
研
修
な
ど
、
人
権
意
識

を
磨
き
人
権
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

気
付
け
ば
高
ま
る
人
権
意
識
～
ま
ず
は
日
頃
の
会
話
の
中
で
～

　
　
　
　
　
　

あ
い
ぽ
ー
と
人
権
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
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師
】
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中央図書館
［一般書］■タイで大の字／小栗左多里 ■コロボックル
絵物語／有川 浩［児童書］■擬態生物図鑑／「擬態生物」
研究会 ■ヴァンパイレーツ 11 〜 14 ／ジャスティン・ソ
ンパー ［絵本］ ■こちょこちょフィリックス／わたたにひ
ろし 
井川図書館

［一般書］■世界昆虫記／今森光彦■藤田智のもっと知
りたい野菜づくり Q&A ／藤田智 ■相も変わらずきり
きり舞い／諸田玲子 ［児童書］ ■迷路探偵ピエール／
カミガキヒロフミ■せんそうってなんだったの？／田
代脩 ■ひそひそ森の妖怪／富安陽子

新着図書の紹介

Books

［一般書］井川図書館
カタツムリが食べる音
著者：エリザベス・トーヴァ・ベイリー
難病に苦しむ著者に、生きる希望
の灯をともしたもの、それは病床に
偶然やってきた一匹の小さな生き
ものが、生を奏でる微かな音だっ
た。一人の女性と一匹のカタツムリ
の絆を描いたノンフィクション。ウィ
ルアム・サローヤン国際賞授賞式。

■ 7 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜
■ 7 月の休館日
・中央図書館：毎週水曜日
・井川図書館：毎週火曜日
■ 巡回配本日程（7 月）
　 4 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小
   5 日　井川 - 西井川小（低学年）三野 - 芝生小（高学年）
　 7 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前
　 8 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小
　11 日　井川 - 井内幼・小 - 西井川小（高学年）
   12 日　山城 - 政友小 - 山城小
　18 日　池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 箸蔵小
　19 日　池田 - 馬路小 - 白地幼・小
　21 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 認定こども園 - 東祖谷小中
　22 日　西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小
　28 日　西祖谷 - 吾橋幼・小　山城 - 山城荘前　　
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・都合により巡回日・時間などが変更になる場合があります。
■ イベントのお知らせ［中央図書館］
・夏休み宿題応援団！（小学生対象）
　日 時 :8 月 1 日（金）〜 5 日（火）、18 日（月）、19 日（火）
　　　　21日（木）〜 23 日（土）　10:00 〜12:00
　場 所 : 三好市中央図書館　シアター室　
　講 師 : 三好地区退職校長会有志の皆さん
　共 催 : 三好市教育委員会
・夏休み工作教室『貯金箱を作ろう！」（小学生対象）
　日 時：8 月 2 日（土）10:00 〜 12:00
　場 所：中央公民館　４Ｆ大ホール
　定 員：先着 30 名（無料、要予約）
・親子で一緒にこうさく教室（保護者同伴で参加できる方対象）
　日 時：8 月 10 日（日）10:30 〜 11:30
　場 所：三好市中央図書館　シアター室
　講 師：辻小学校　加藤公夫先生
　定 員：先着 10 組（無料、要申込）
■館内展示のご案内［井川図書館］
　暑い夏、本を読んでひんやりしませんか？いろんな " ひ
   んやり”を集めて展示いたします。ぜひご覧ください。

中央 ☎72-2781　　開館時間 10～19時
井川 ☎78-4311　　開館時間 9～19時

［児童書］中央図書館

はらぺこソーダくん
作者：岩田明子
ソーダくんは、いつもはらぺこ…
おいしいもの、ないかなー。にょ
ろーっとストローをのばして、レ
モン、ぶどう、スイカなどを吸い
込んでいくと…。音と色で楽しむ
ユーモラスな食べ物絵本。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健センター、
フラダンスはフジヤマビル、グラウ
ンドゴルフは吉野川運動公園でオー
プンスクールとして開放しています。
☆都合で曜日や時間が変更になる
場合がございます。

いけだスポーツクラブ 8 月教室開設日
熱中症対策は万全ですか？？
無理はせず、こまめな水分補給を心がけましょう！！
今年も9月からヒーロー養成教室が始まります

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 4・11・18・25
ヨーガ木曜コース 7・21
肩こり予防＆リフレッシュ体操 1
フライングディスク 休
さわやかママさん体操教室 28
レッツ体力づくり 27
史跡巡りウオーキング 19（池田 箸蔵寺）
社交ダンス 9・23
フラダンス 7・28

教 室 名 開 設 日
グラウンドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr. バレーボール 11・18・25
Jr. ハンドボール 休
キッズサッカー 2・9・23・30
カワイげんきアップ体操 2・9・23・30

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

いけだスポーツクラブ26年度会員募集中 !
健康づくりを通して仲間をつくりませんか。

8月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③誕生月での年齢 ④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧コメント（30 字程度。文字数が多い場
合は一部修正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提供の可否、を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名記入）を三好市秘書
広報課までお送りください。8 月号の締切は 7 月 20 日です。★あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブルテレビで放送され
ています。情報提供にご協力をお願いします。★写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。★デジカ
メ等の場合は、データを秘書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

小林 樹
いつき

 ちゃん
１歳の誕生日おめでと
う！！樹の笑顔に皆が癒さ
れているよ、ありがとう。

池田 1才

國金 陽
ようすけ

介 ちゃん
笑顔と元気でいっぱいの
陽くん。みんな大好きだ
よ♡大きくなあれ！

池田 3才

橋野 夏
な つ み

実 ちゃん 
いつも笑顔のなっちゃん。
お兄ちゃんと弟と一緒に
仲良くしてネ。

池田 3才

紅露 悠
ゆうせい

惺 ちゃん 
1歳おめでとう。笑顔の
可愛い悠惺。元気にすく
すく育ってね。

池田 1才

三井 こはな ちゃん
“パパ”って言えてパパにっ
こり、次は “ママ” もよろ
しくね♡

池田 1才

近藤 萌
も も あ

杏 ちゃん
笑顔の可愛いももちゃ
ん、これからも元気いっ
ぱい大きくなってね♥︎

井川 2才

 大西 泰
たいすけ

輔 ちゃん
泰輔1歳おめでとう！これ
からも元気に育ってね♡
幸せをありがとう♡

池田 1才

 安田 優
ゆ づ き

月姫 ちゃん

１歳おめでとう♡これか
らもパパやママとたくさ
ん思い出作ろうね！

三野 1才

佐古 環
か ん な

菜 ちゃん
笑顔が素敵な環菜ちゃん
☆これからも環菜の笑顔
でみんなを幸せにしてネ♡

三野 1才

佐藤 樹
いつき

 ちゃん
いっちゃん 1歳おめでと
う♪素直ないい子に育っ
てね☆

三野 1才

7 月
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　宮内さんは 20 歳で地福寺に嫁いで以来、住職を支
えながら4 男 4 女を育て、孫 21 人、ひ孫 8 人に恵ま
れました。子ども達と旅行をするのが好きで、93 歳の
ときにはドイツやスイスを訪れました。この日は家族の
方 か々ら祝福され、県や市からも祝い状や記念品が贈
られました。これからもお元気でお過ごしください。

宮内 ウタ子 さん（井川町井内東）

人権（同和）教育・啓発推進功労者表彰を受賞

　三好市人権教育推進協議会委員の真鍋タニ子さん
が徳島県人権教育研究協議会の平成 26 年度人権  

（同和）教育・啓発推進功労者表彰を受賞されました。
　平成 18 年度から三好市人権教育推進協議会委員と
して、積極的に人権問題に取り組み、現在も社会教育
の分野で積極的に取り組まれています。

真鍋 タニ子 さん（井川町西井川）6/16

祝 百歳到達 おめでとうございます



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

三好市の魅力を全国へ発送

　三好市の春の味覚をお届けするふ
るさと小包の発送作業が、6月17日
に市役所分庁舎で行われました。今回
より新たに五目豆、手焼きせんべいプ
チ、たまごかけしょうゆの商品が追加
され、新茶、味付きぜんまい、そば米
雑炊、みそなど特産品10品目を丁寧
に箱詰めし、全国各地の愛好者や三好
市出身者の方々に255個の小包が発
送されました。同会では、秋にもふる
さと小包の発送を予定しています。
　お問い合わせ先は、三好やまびこふ
るさと会事務局（☎72-7645）まで。

黒川谷でホタルまつり開催

　山城町のホタルの里公園で、第 44
回黒川谷ホタルまつりが 6月21日に
行われました。この日はあいにくの雨
のため、幻想的なホタルの舞いは見れ
ませんでしたが、子どもたちにホタル
のことを知ってもらい、生息できる自
然を大切に守っていこうと、○×クイ
ズが行われました。参加者は楽しみな
がらホタルについて学ぶことができまし
た。また、その他にもじゃんけん大会、
うどんなどの各種バザー、豪華景品
が当たる抽選会が行われ、多くの子ど
もたちや親子連れで賑わいました。

井内小学校が自衛隊と交流

　ドクターヘリの離着陸や災害対策
として井内地区にヘリポートを整備
している陸上自衛隊徳島駐屯地第
14 施設隊と井内幼・小学校児童と
の交流会が 6月 13 日、井内小学校
で開催されました。
　対面式の後には、普段自衛隊員が
作っているカレーを一緒に食べなが
ら親睦を深めました。
　その後児童らは自衛隊の車両に試
乗してヘリポート建設現場に向か
い、自衛隊の役割やヘリポートの重
要性などを学びました。

自慢の逸品のアピール法を学ぶ

市民大学開校 笑いの中にも人権問題を考える

　三好市民大学講座が 6月 7日に三好市中央公民館で開校さ
れました。「人生いろいろ～元気で楽しくいきましょう～」を
テーマに全９回行われます。初回の講師は、落語家の露の新治
さん。「新ちゃんのお笑い人権高座～笑顔でくらす、願いを生
きる～」と題して、「差別は不当な分けへだて、世の中から差
別をなくすよう自己変革してほしい」と約 200 名の受講生に
笑いを交えながら訴えかけました。講座の後半では、落語も披
露され、笑いの絶えない講座となりました。

　プチうだつマルシェは、のんびり
した時間を池田の町で過ごしてもら
おうと毎月第1土曜日に行われてい
ます。第2回目となる6月7日には、
「初夏はやっぱり、おそうめん」をテー
マに行われました。浴衣姿のスタッ
フがお出迎えをして、風情ある会場
では、干し海老つゆやキーマカレー
などさまざまにアレンジされたそう
めんが提供されました。その他にも
かばんなどの民芸品や盆栽のお店な
ども出店し、来場者の方々は少し早
い夏を感じることができました。

石から木が生えてきました

　池田町シマの新居孝治さんから、
庭の石からもちの木が生えていると
の連絡をいただきました。新居さん
によると、「34年前に家の新築のた
め庭石を運んできたが、平成 19年
に石の間から芽が出て以来、昨年か
ら急に大きくなった。家の庭には30
年前に植えたもちの木があるが、こ
んなとこから生えてきて不思議」と
話してくれました。庭石は約１m四
方で木の高さは約 80ｃｍ。石を押
し分け育っている姿を見ると神秘的
な生命力を感じさせてくれました。

野鹿池で満開のシャクナゲ

　山城町上名の野鹿池神社では、毎
年シャクナゲ祭りが開催されていま
す。標高 1294 ｍに位置する野鹿池
山にある野鹿池神社は、古くから雨
乞いの神様として信仰されていま
す。また、参道は湿地帯のため、生
息しているオオミズゴケを守るた
めに遊歩道が設けられています。6
月 1 日は、原生林のシャクナゲが
ちょうど見頃を迎えており、参拝者
の方々は美しい花々を前に、写真を
撮ったり、観察したりと思い思いの
時間を過ごしていました。

親子で楽しむ米作り体験がスタート
　西山地区の魅力を地域内外に知ってもらお
うと、地域住民で結成された「西山をもっと
元気にする会」による、おやこ de 米作り体
験 in にしやまが 6月 8日に開催され、64 人
の親子が参加し田植えに挑戦しました。
　参加者は会員らから指導を受けながら約200
㎡の田んぼにもち米の苗を植えていきました。
また、田んぼの周りの遊歩道では宝探しゲーム
もあり、参加者は西山から眺める池田町の風景
を楽しみながら一日を満喫しました。この体験
イベントでは、稲刈りや餅つき、しめ縄作りな
ど年間７回のプログラムが予定されています。

　にし阿波地域で特産品を生産している方などを対象に 6月 6
日、「バイヤーに響き伝わるＰＲシート作成の 7つのポイント」
と題し、東みよし町商工会の塩田計英さんを講師に迎え、販売
力アップセミナーが池田総合体育館で開催されました。参加者
は商品に込めた思いやその背景を効率的に仕入れ担当者に伝え
る商談用統一シートの作成ポイントを学びました。6月 24 日
に開催されたにし阿波マッチング商談会で、生産業者は早速
シートを活用して販売業者などに商品を売り込みました。

初夏を実感 マルシェを満喫
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三好市社協法律相談
相談日▼ 8 月 8 日
時間▼ 13 時〜 16 時
場所▼池田支所
弁護士▼大西聡氏
予約お申し込み先▼社協本所・池田
支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料・予約制

三好市社協一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
毎週火曜日  井川老人福祉センター
毎週水曜日  社協本所・池田支店
8 月 14 日　祖谷の歴史館（東祖谷）
8 月 20 日　山城総合支所
8 月 21 日　社協三野支所
8 月 21 日　社協西祖谷支所
相談時間▼ 13 時〜 15 時
※一般相談は、各支所で常時受付け
ていますので、お気軽にご相談くだ
さい。電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月〜金曜日  9 時〜 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部ラ
イフサポートセンター（☎ 72-8611）

 消費者トラブル
相談窓口

　安心安全な生活を送るために困っ
たこと、不審なことがあれば、ご相
談ください。相談無料、秘密厳守。
日時▼月〜金曜　9 時〜 17 時
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
お問い合わせ先▼三好市役所商工政
策課（☎ 72-7645）

みよし広域連合法律相談
　相談は無料ですが、完全予約制と
なっております。
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市役所市民課
人権室（☎ 72-7622）

三好市行政相談
　相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 8 月 1 日   井川総合支所
 8 月 6 日   祖谷の歴史館（東祖谷）
 8 月 14 日　西祖谷総合支所
 8 月 14 日   三好市役所　
 8 月 19 日   三野公民館
 8 月 20 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時

（西祖谷のみ 10 時〜 12 時）
お問い合わせ先▼三好市役所総務課

（☎ 72-7600）、各総合支所

生活上の困りごと相談
　生活やお仕事などでお困りの方の、
総合的な支援を行います。秘密厳守。
相談は無料ですが、予約は必要です。
日時▼月〜金曜日　9 時〜 17 時
支援内容▼生活支援、就労支援、家
計相談支援
お問い合わせ先▼パーソナル・サ
ポート・センターとくしま西部事務
所（☎ 080-8637-6057）

祝祭日のごみ収集について
収集日▼ 7 月 21 日 ( 月・海の日 )
収集するごみ▼燃やすごみ
収集する地域▼月曜日燃やすごみ収
集地域
注意▼朝 8 時までにお出しくださ
い。燃やすごみ以外のごみは出さな
いでください。燃やすごみ収集日が
月曜日以外の地区は収集いたしませ
んので、収集地区以外の方はごみを
出さないでください。 
お問い合わせ先▼三好市役所環境課

（☎ 72-3436）

障害基礎年金などを受けている
方は忘れず現況届を出しましょう
　毎年 7 月が「現況届（兼住民票コー
ド申出書）・所得状況届」の提出月
です。
対象者▼ 20 歳前の障害による障害
基礎年金を受けている方。障害福祉
年金から切り替わった障害基礎年金
を受けている方。母子、準母子福祉
年金から切り替わった遺族基礎年金
を受けている方
※対象者の方には、徳島事務セン
ターから「現況届・所得状況届」が、

ダム放流についてのお願い
　今年も出水期を迎え、四国電力で
は、名頃ダム・祖谷川取水ダム・三
縄ダム・松尾川ダムの機器の点検整
備などを実施し、ダム管理に万全を
期しております。
　ダムから放流を始める時や、ダム
からの放流量が著しく増加する時な
どは、下流の皆さま方の安全を守る
ためサイレンでお知らせいたします。
　サイレンが鳴った時は川の水が増
えますので、河原にいる場合は、た
だちに安全な場所（水がこない場所）
へ移動してください。また、家族の
方が川の方へ行っていないか、河原
に物を置いていないかなど、今一度
確認を行って、水による事故や災害
の防止に十分ご留意くださいますよ
うお願いいたします。
　特に、ダム下流で降雨がない場合
でもダムの上流流域では強い降雨が
ある場合や、放流の途中でもダムよ
り上流域の降雨状況により急に水か
さが増える場合などもありますので
十分ご注意ください。
お問い合わせ先▼三縄ダム・松尾川
ダム（☎ 75-2156）、名頃ダム・祖
谷川取水ダム（☎ 88-2972）

年 金

7 月初旬に送付されます。同封の説
明書をよくお読みの上、必要事項を
記入し、必ず 7 月 31 日までに三好
市役所市民課または各総合支所の窓
口に提出してください。なお「現況
届・所得状況届」が提出されない場
合や、所得の審査ができない場合に
は、年金の支払いが一時停止するこ
とがありますので、ご注意ください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-62-5350）

人権相談
　相談は無料で秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
8 月 1 日　井川総合支所
8 月 4 日　祖谷の歴史館（東祖谷）
8月13日　老人福祉センター（西祖谷）
8 月 14 日　三好市役所
8 月 19 日　三野公民館
8 月 20 日　山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時

【子どもの人権なんでも相談】
日時▼ 8 月 22 日　13 時〜 15 時
場所▼三野公民館、三好市役所、山
城総合支所、井川総合支所、祖谷の
歴史館（東祖谷）、老人福祉センター

（西祖谷）

相 談

　お盆にご先祖様をお迎えするご準備は整っていますか？

お盆用品
取り揃えております。

暮 ら し

豊富な品数でお待ち致しております。ぜひ ! 一度ご来店下さい。

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ TEL.（０８８３）８２- 1 4 8 3

墓石の専門店

イ    シ   ヤ  サン
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の反面、水難事故などが発生するお
それがある危険な場所でもありま
す。池田ダムの貯水池を使用される
方は、以下のマナーやルールを守り、
池田ダムの貯水池を美しく、安全に
利用してください。
1. ゴミは絶対に捨てず、持ち帰り
ましょう。
2. 騒音を出すなど、周辺住民や他
の利用者に迷惑をかける行為はやめ
ましょう。
3. 油などで湖水を汚さないよう十
分注意しましょう。
4. 自然や施設を大切にしましょう。
5. ライフジャケットは必ず着用し
ましょう。
6. 利用範囲や利用時間は守りま
しょう。
　詳細は、池田ダムホームページ『ダ
ム湖を利用される皆さまへ』をご覧く
だ さ い。（http://www.water.go.jp/
yoshino/ikeda/komenriyou.htm）
お問い合わせ先▼独立行政法人水
資源機 構池田総合管理 所（☎ 72-
2050）

地区（地域）体育大会の
開催補助金について

　健康づくりは「運動１番」
　地区住民福祉協議会や公民館およ
び分館が主催して行なう運動会など
に対して、補助金を交付いたします。
　運動による健康づくりのきっかけ
に、市民の皆さんが運動に親しむた
めに、地域のコミュニケーションの
場に、ぜひご活用ください。
お問い合わせ先▼三好市教育委員
会生涯学習・スポーツ振興課（☎
72-3900）

応募も可能です。
　提出方法は、郵送でも持参でも構
いません。応募用紙は、三好市役所
総務課、各総合支所にあります。
お問い合わせ先▼三好市選挙管理委
員会（☎ 72-7604）

三好高等学校開放講座
パソコン入門

　パソコン初心者で、学習意欲のあ
る方ならどなたでも受講できます。
日程・内容▼
（第 1回）8 月 18 日（月）
パソコンの基本操作、ワープロソフ
トＷｏｒｄ入門
（第 2回）8 月 19 日（火）
表計算ソフトＥ xcel 入門
（第 3回）8 月 20 日 （水）
インターネット入門
時間▼毎回 13 時〜 16 時
講座担当▼本校情報ビジネス科教員
受講料▼無料
受講定員▼ 15 名
申込締切日▼ 7 月 18 日（金）
お問い合わせ先▼徳島県立三好高
等学校学校開放講座担当（☎ 72-
0805）

池田ダム貯水池の利用の方へ
　池田ダムの貯水池は、釣りやキャ
ンプ、ウェークボードなどのレジャー
の場として多くの方々に利用されてい
ますが、三好市をはじめとした徳島
県内や香川県に生活用水を供給して
いる重要な「水源」でもあります。
　また、楽しいレジャーの場として

お問い合わせ先▼西部総合県民局
保健福祉環境部環境担当（☎ 0883-
53-2063）
【補助金制度について】
　本市では、講習会の受講料（6,500
円）について、全額補助を行うこと
としています。
　講習会を受講し狩猟免許の受験を
希望される方は、下記内容をご確認
の上、申請手続きを行ってください。
申請の受付は試験終了後随時受け付
けます。
対象者▼三好市に住所を有する方
で、狩猟免許講習会を受講し、かつ
狩猟免許試験を受験したもの。
補助対象▼講習会受講料のみ

（6,500 円、テキスト代を含む）
※交通費、昼食代は各自負担となり
ます。
対象人員▼先着 35 名
申請期限▼平成 27 年 1 月 30 日（金）
お問い合わせ先▼三好市役所農業振
興課鳥獣害対策担当（☎ 72-7617）

三好市民文化祭
協賛事業募集

　毎年、10 月・11 月に行われる三
好市民文化祭において、広く市民の
文化活動への参加意欲を喚起し、地
域の活性化を促すために、当該期間
中に三好市内で行われている文化行
事を「協賛事業」として募集します。
※「協賛事業」として認定されたも
のは、実行委員会が発行する印刷物
への掲載や市報、ケーブルテレビへ
情報を提供します。
申込期限▼ 7 月 31 日（木）
お問い合わせ先▼三好市役所企画政
策課内三好市民文化祭実行委員会事

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？

務局（☎ 72-7607)

くらしのサポーター募集中
　行政から発信される消費者情報を
周りの消費者（家族、友人、近所や
職場など）に広めたり、周りの消費
者の相談を行政につなぐなどのボラ
ンティア活動をする 18 歳以上の方
と団体を募集しています。
休所日▼水曜日、祝日、年末年始
お問い合わせ先▼徳島県消費者情報セ
ンター（☎ 088-623-0612、ホームペー
ジhttp://www.pref.tokushima.jp/shohi）

明るい選挙啓発
キャッチフレーズの募集

　徳島県では「明るい選挙啓発重点
キャンペーン」を広く展開するため、
この活動において使用する「明るい
選挙を推進するためのキャッチフ
レーズ」を募集します。強いインパ
クトを与えることば 、目的やビジョ
ンを明確に伝えるフレーズ、選挙と
いう内容を重視した標語、何でも構
いません。
内容▼「明るい選挙」を推進するこ
とがイメージできるもので、自作未
発表のもの
応募資格▼県内に在住する人
募集期間▼７月 11 日（金）〜９月
12 日（金）まで
応募方法▼応募者は、指定の応募用
紙に必要事項を記入の上、９月 12
日（金）までに三好市選挙管理委員
会（三好市役所３階総務課または各
総合支所）に提出してください。　
　応募は、応募用紙１枚につき１点
までとしますが、１人で複数作品の

狩猟免許取得にむけての
補助金について

　本市では、イノシシなどの野生鳥
獣による農作物への被害等が深刻な
問題となっています。これらの鳥獣
類の多くは、狩猟鳥獣に指定されて
おり狩猟期間中に限り捕獲すること
が可能ですが、捕獲するためには、
狩猟免許が必要です。
　平成 26 年度は次の日程で徳島県猟
友会主催狩猟免許初心者講習会、徳島
県主催狩猟免許試験が開催されます。
【狩猟免許講習会（わな猟）】
（第2回）
日時▼ 8 月 9 日（土）10 時〜 16 時
場所▼三好市池田総合体育館
定員▼ 60 名（先着順）
申込期限▼ 7 月 24 日（木）
（第3回）
日時▼ 8 月10日（日）10 時〜 16 時
場所▼阿南市桑野公民館
定員▼ 50 名（先着順）
申込期限▼ 7 月 24 日（木）
【狩猟免許講習会（第１種・第２種）】
日時▼ 8 月 3 日（日）10 時〜 16 時
場所▼県猟友会事務所（鳥獣センター）
定員▼ 60 名（先着順）
申込期限▼ 7 月 24 日（木）
お問合せ先▼一般社団法人徳島県猟
友会事務局（☎ 088-623-1617）
【狩猟免許試験】
日時▼ 8 月 24 日（日）10 時〜
内容▼網猟・わな猟・第１種銃猟・
第２種銃猟
場所▼西部総合県民局 美馬庁舎
申請書提出期間▼ 7 月 22 日（火）
〜 8 月 14 日（木）

そ の 他

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・水曜は22時まで小児科医、以後当直医対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

8月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

24時間☎健康相談サービス
医師などが24時間・年中無休で健康・医療等のご相談
に応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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24日

25日

26日
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（金）

（土）

（日）
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（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）
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（木）
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

田岡医院 池田 ☎72-5551

三木病院 三野 ☎77-3900

山城診療所 山城 ☎86-3230

山下医院 三好 ☎79-2005

三野田中病院 三野 ☎77-2300

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

募 集

納め忘れはありませんか
　7 月 31 日（木）は、国民健康保険
税 1 期と固定資産税 2 期の納期限で
す。みなさんの暮らしを支える大切な税
金です。納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7614）
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親子でわんぱく
吉野川を遊ぶ

日時▼ 8 月 2 日（土）13 時 30 分
〜 16 時
場所▼「四国三郎の郷」付近の河川敷
内容▼親子で吉野川に棲む生き物を
観察したり、カヤックで川遊びを楽
しみながら、地域の宝物「吉野川」
と触れ合います。
対象者▼小・中学生とその保護者２
名１組で参加できる方
定員▼ 13 組（受講料は無料）
申込期限▼ 7 月 25 日（金）
お申し込み・お問い合わせ先▼
西 部 総 合 県 民 局 企 画 振 興 部（ ☎
0883-53-2032）

三好市学術
文化学会講座

　三好市の歴史、文化、社会などに
ついて、少し専門的な内容の講座を
開催し、皆さんにより深い知識と教
養を高めていただくことを目的とし
ます。受講料は無料です。
【第1回】
日時▼ 8 月 25 日（月）13 時 30 分
〜 15 時
場所▼三好市中央公民館 4 階大ホール
テーマ▼昆虫（甲虫）類の調査方法
の進歩
講師▼吉田正隆さん（徳島県昆虫研
究会）
【第2回】
日時▼ 9月30 日（火）　10 時〜15 時
場所▼塩塚高原
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

テーマ▼現地研修〜秋の鷹のわたり〜
講師▼三宅武さん（日本野鳥の会徳
島県支部代表）
【第3回】
日時▼10月17日（金）　10 時〜15 時
場所▼井川、三野周辺
テーマ▼現地研修〜市内社寺建築の
変遷〜
講師▼森兼三郎さん（阿波学会）
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市教育委員会生涯学習・スポーツ振
興課（☎ 72-3900）

社会教育学習講座
日時▼ 8 月 10 日（日）　13 時 30 分
〜 15 時
場所▼三好市山城公民館
テーマ▼「三番叟まわし」〜三番叟

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

　糖尿病教室を開催しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　参加して一緒に勉強してみませんか?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
　乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
　禁煙外来・各種検査
　　　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

 三好市の人口

　男  性   13,660 人
（ - 20 人） 

　女  性   15,592 人　
（ - 5 人）

　総  数   29,252 人
（ - 25 人）

　世帯数  13,464 戸
　　（ - 6 戸） 

平成 26 年 7 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第4水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（101）

談会 15 時〜 16 時
講師▼ NPO 法人あるでないで徳島
理事 田野道子氏
相談員▼徳島県認知症コールセンター
お申し込み・お問い合わせ先▼みよし
地域包括支援センター　（☎72-5877）

アニメ映画
「アンネの日記」上映会

日時▼ 8 月10日（日）19 時〜 21 時
場所▼池田へそっ子公園
参加費▼無料
後援▼三好市教育委員会、東みよし
町教育委員会
その他▼三加茂中学校青年太鼓、ハ
ワイアンフラダンスなど（18 時〜）
お問い合わせ先▼平和の夕べ実行委
員会（☎ 72-3886）
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川
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裕
美
　
　
東
み
よ
し
町

まわしを受け継いで〜
講師▼辻本絵蘭さん（芝原生活文化
研究所）
受講料▼無料
お申し込み先▼三好市山城公民館

（☎ 86-1135）
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
生涯学習・スポーツ振興課（☎ 72-
3900）

認知症ケア実践講座
認知症相談会

日時場所▼
① 8 月 11 日（月）　13 時〜 16 時
三好市保健センター 2 階
② 8 月 12 日（火）　13 時〜 16 時
東みよし町役場 2 階ふれあいプラザ　
両日とも実践講座 13 時〜 15 時、相 
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□ 編集後記

西山地区で行われた「おやこde 米作
り体験」では多くの親子が参加し田植
えを楽しみました。3 年ぶりに甦った水
田には、このイベントに向けて水路の確
保や景観整備のため雑木を伐採するな
ど「西山をもっと元気にする会」の皆
さんの集落活性化に向けた熱い思いが
込められています。また、水田の近くの
遊歩道からは池田町を一望することが
できロケーションは最高です。ぜひ一
度西山地区に立ち寄ってみては。（近）

第 2 回目となるうだつプチマルシェへ
取材兼スタッフとして行ってきました。
浴衣を着てお接待ということで、久し
ぶりに浴衣を着させていただきました。
元々は湯上がりに着る室内着でした
が、最近は若い世代や外国人に人気
の夏の定番着物となっています。もう
すぐ三好市内で夏のイベントが開催さ
れますが、皆さまも浴衣を着て出かけ
てみてはいかがでしょうか。（川）

100
歩
目

 川崎獅子太鼓
ー 三好市池田町川崎 ー

　川崎獅子太鼓は、昭和 38年 10 月 14 日、
池田町文化財の指定を受け、現在は市指定
無形民俗文化財となっています。
　三所神社大祭に、その年の平穏と五穀豊
穣に感謝し神霊に奉納する行事として、大
正５年「チョウサ」にかわって獅子太鼓が
奉納されるようになりました。これは、当
時川崎地区にあった酒造所で働く山城町の
人が、「讃岐獅子」の流れをくむ使い手で
あったため、その人から地元の若者が「獅
子舞」を習ったことが始まりといわれてい
ます。後に大祭の行事として取り入れられ、
今日まで受け継がれてきました。
　川崎獅子太鼓は、太鼓 3、獅子頭 2で組
みたてられ、表太鼓を少年が、裏太鼓を青
年が受けもち、獅子は青年が 2人がかりで
操作します。太鼓の踊りは前座的な「四方
がため」のあと「外太鼓 1」「中太鼓」「外
太鼓 2」の 3部に分かれています。
　太鼓を打ちながら踊る少年と、獅子が乱
舞する姿は、勇壮でかつ優美です。
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